
水
害
発
生
常
習
地
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
に
関
ナ
る
課
題山

安

彦

田

水害発生常習地の歴史地理学的研究に関する課題

基
本
的
視
角

台
風
の
通
路
に
あ
た
る
日
本
列
島
で
は
、

し
ば
し
ば
豪
雨
に
襲
わ
れ
る
。
そ
の
豪
雨
に
よ
っ
て
河
川
は
高
水
と
な
り
、
出
水
す
る
場
合

が
あ
る
。
し
か
し
、
出
水
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
常
に
災
害
が
発
生
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
従
っ
て
、
出
水
H
災
害
と
は
考
え
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
出
水
が
災
害
を
起
こ
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
災
害
類
型
の
認
識
は
、
社
会
経
済
的
諸
条
件
の
史
的
段
階
に
よ
っ
て
異
な
る
。

出
水
し
て
も
流
域
に
人
聞
が
居
住
し
て
い
な
け
れ
ば
水
害
と
は
い
え
な
い
し
、
ま
た
、
河
川
が
主
要
な
交
通
手
段
で
あ
っ
た
段
階
で
は
、

出
水
に
よ
り
交
通
が
阻
止
さ
れ
る
こ
と
が
災
害
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
災
害
の
類
型
は
、
時
代
の
社
会
経
済
史
的
な
性
格
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
る
。

一
般
に
災
害
と
は
、
人
間
生
活
や
産
業
生
産
が
そ
の
基
盤
で
あ
る
環
境
の
予
測
し
な
い
変
化
に
よ
っ
て
、
阻
害
さ
れ
、
撹
乱
さ
れ
何
ら

か
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
聞
は
文
化
の
発
展
に
よ
っ
て
、
環
境
利
用
方
法
や
環
境
対
応
及
び
適
応
が
違
う
の
で
、
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災
害
の
発
生
機
構
や
形
態
も
異
な
る
。
災
害
の
な
か
で
も
、
そ
の
頻
度
と
被
害
額
の
多
い
水
害
の
場
合
を
、
主
と
し
て
、
本
稿
で
取
り
扱
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ぅ
。
水
害
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

水
害
と
は
、

水
の
作
用
に
よ
っ
て
、

人
間
生
活
や
産
業
生
産
の
再
生
産
の
機
能
が
撹
乱
さ
れ
、

部
分
的

に
、
あ
る
い
は
一
時
的
に
中
断
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
作
用
は
社
会
経
済
の
発
展
や
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
そ

の
作
用
の
利
用
的
意
義
や
方
法
が
変
容
す
る
(
1
〉
。
例
え
ば
、

水
の
作
用
は
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
生
と
も
な
る
。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
使
い
方
に
よ
っ
て
、
人
間
社
会
に
プ
ラ
ス
に
も
な
り
、
ま
た
マ
イ
ナ
ス
と
も
な
っ
て
影
響
す
る
。
北
上
川
の
場
合
、

は
、
そ
の
水
の
巨
大
な
作
用
を
恐
れ
、
高
水
の
時
、
出
来
る
だ
け
早
く
河
水
を
下
流
に
流
下
さ
ぜ
る
よ
う
に
努
力
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は

一
九
五

O
年
以
前

河
水
を
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
洪
水
を
防
除
し
、
そ
の
水
を
農
業
用
水
、

工
業
用
水
及
び
水
力
発
電
に
利
用
し
て
い

る
。
従
っ
て
、
社
会
経
済
の
史
的
諸
条
件
の
発
展
や
文
化
階
梯
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
水
の
利
用
方
法
や
対
応
、
及
び
地
域
環
境
が
違
う
の

で、

水
の
作
用
に
よ
る
災
害
の
発
生
機
構
や
災
害
形
態
及
び
水
害
抵
抗
性
ハ
2
)
が
異
な
る
。

こ
こ
に
水
害
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
課
題

の
一
面
が
窺
い
う
る
ハ
3
〉O

方
法
概
念
設
定
の
試
論
と
そ
の
意
義
ハ
4
)

水
害
発
生
に
は
そ
の
因
子
が
潜
在
す
る
が
、
そ
れ
は
結
果
的
に
水
害
の
被
害
形
態
か
ら
追
究
さ
れ
る
。
そ
の
被
害
形
態
に
は
、
水
害
時

の
物
理
的
な
破
壊
と
、
そ
の
被
害
に
影
響
さ
れ
、
波
及
的
に
発
生
し
て
く
る
地
域
社
会
の
再
生
産
機
能
へ
の
撹
乱
と
阻
害
と
が
あ
る
。
前

者
を
直
接
的
被
害
、
後
者
を
間
接
的
、
あ
る
い
は
波
及
的
被
害
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

前
者
の
発
生
要
因
の
追
究
に
は
、
気
候
・
地
形
・
地
質
・
植
生
生
態
等
の
各
部
門
か
ら
究
明
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
、
自
然
的

要
因
の
追
究
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
要
因
H
自
然
的
環
境
の
う
ち
で
、
人
聞
が
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
変
形
し
、
改
変
し
て
い

る
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
二
次
的
自
然
に
よ
っ
て
、

よ
り
被
害
を
倍
加
し
て
い
る
事
例
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
山
林



伐
採
後
の
管
理
不
備
、
鉱
毒
に
よ
る
山
地
の
荒
廃
、
傾
斜
面
の
土
地
利
用
、
道
路
建
設
に
よ
る
道
路
の
排
水
溝
化
等
に
起
因
す
る
土
壌
浸

蝕
の
激
化
に
よ
る
水
害
発
生
の
頻
発
が
あ
る
。
ま
た
、
道
路
・
鉄
道
の
橋
梁
、
並
び
に
水
利
施
設
等
の
工
作
物
に
よ
る
河
川
断
面
の
狭
小

化
に
よ
り
、
流
木
そ
の
他
の
浮
遊
物
等
が
推
積
し
、
破
堤
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
(
5
3

要
す
る
に
、
自
然
資
源
の
利
用
方
法
の
発
達
や
土
地
利
用
の
高
密
度
化
と
拡
大
、
及
び
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
人
聞
が
自
然
環
境

を
利
用
す
る
方
法
や
手
段
が
変
化
す
る
の
で
、
そ
の
発
達
段
階
に
よ
っ
て
、
水
害
の
発
生
機
構
や
形
態
が
異
な
る
。
こ
こ
に
も
歴
史
地
理

水害発生常習地の歴史地理学的研究に関する課題

学
的
研
究
の
課
題
が
存
在
す
る
。

次
に
、
直
接
的
被
害
の
影
響
波
及
に
よ
る
被
害
の
発
生
機
構
や
関
連
的
諮
要
因
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
多
く
の
要
因
が

関
連
し
て
い
る
の
で
、
容
易
に
整
理
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
直
接
的
、
物
理
的
被
害
に
よ
り
、
再
生
産
機
能
が
破
壊
さ
れ
、
そ
れ
以
後

の
地
域
社
会
の
産
業
生
産
性
が
低
下
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域
も
変
貌
し
、
地
域
構
造
も
変
容
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば

水
害
被
害
に
よ
り
、
水
回
収
穫
は
低
下
し
、
農
民
は
困
窮
化
す
る
。
水
害
が
度
重
な
る
水
害
発
生
常
習
地
域
で
は
、
ま
す
ま
す
困
窮
は
苛

酷
に
な
る
。
こ
の
た
め
に
、
農
民
、
特
に
小
規
模
経
営
農
民
(
以
下
、
小
規
模
農
民
と
略
す
)
は
、
農
地
を
抵
当
に
し
て
地
主
や
水
害
被

害
の
な
い
大
規
模
経
営
農
民
(
以
下
、
大
規
模
農
民
と
略
す
)
か
ら
高
利
の
借
金
を
す
る
。
小
規
模
経
営
農
民
は
現
金
収
入
の
途
が
な
い

の
で
、
結
局
は
、
地
主
や
大
規
模
経
営
農
民
に
農
地
を
収
奪
的
に
買
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
農
民
の
経
済
的
格
差
の
間
隔
は
大
き
く
な

る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
同
じ
河
川
の
流
域
内
で
あ
っ
て
も
、
水
害
発
生
常
習
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
と
の
聞
に
、
地
域
分
化
が
生
起
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
水
害
の
被
害
か
ら
復
旧
し
よ
う
と
し
て
人
聞
は
努
力
す
る
が
、
同
じ
く
復
旧
す
る
な
ら
ば
、
災
害
の
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再
発
を
防
止
す
る
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
復
旧
の
築
堤
工
事
・
補
強
工
事
だ
け
で
な
く
、

す
る
た
め
に
、
河
川
改
修
や
関
連
工
事
を
施
工
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
土
木
工
事
に
は
巨
大
な
資
本
と
組
織

洪
水
防
禦
機
能
を
増
強



28 

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
の
工
事
は
国
や
県
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
。
明
治
以
来
、
洪
水
防
除
の
た
め
に
、
河
川

改
修
事
業
の
主
軸
と
し
て
連
続
堤
の
工
事
が
推
進
さ
れ
た
が
、
国
家
権
力
の
支
柱
の
一
部
分
を
加
担
し
た
寄
生
地
主
層
や
そ
の
土
地
所
有

の
形
成
及
び
確
立
過
程
と
分
離
し
て
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
連
続
堤
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
遊
水
地
や
氾
濫
地
帯
で
あ
っ
た
河
岸

の
原
野
が
水
固
化
さ
れ
た
が
、
次
に
水
害
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
被
安
ロ
は
よ
り
一
層
拡
大
す
る
場
合
も
あ
っ
た
(
旦
o

昭
和
に
入
る
と
、
水
害
の
背
景
を
な
す
主
な
る
も
の
は
、
昭
和
大
恐
慌
に
よ
る
全
般
的
危
機
と
小
作
争
議
の
頻
発
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
危
機
に
瀕
し
た
地
主
は
、
地
主
制
の
維
持
強
化
の
た
め
遊
水
地
・
低
湿
地
の
水
田
化
等
の
土
地
利
用
の
集
約
化
に
よ
る
小
作
料
収
入

の
安
定
と
増
大
を
図
っ
た
。
こ
の
た
め
に
多
く
の
治
水
工
事
や
水
利
事
業
が
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
組
織
や
技
術
に
矛
盾
が
潜
在
し
、
水

害
時
に
そ
れ
が
大
き
く
顕
在
化
し
て
被
害
を
倍
加
し
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
官
三

な
お
、
昭
和
初
期
に
は
独
占
資
本
の
確
立
に
よ
っ
て
、
重
化
学
工
業
は
定
着
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
電
力
需
要
は
急
増
し
、
そ
の
た
め

に
河
川
上
流
電
源
開
発
が
急
速
に
進
展
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
都
市
人
口
は
膨
張
し
た
。
更
に
、
こ

れ
が
宅
地
化
を
促
進
し
、
拡
大
さ
せ
、

ま
た
重
化
学
工
業
の
定
着
に
伴
う
外
部
経
済
の
発
達
に
刺
激
さ
れ
て
、

工
業
地
帯
化
は
拡
張
し
、

な
お
、
戦
前
で
は
経
済
の
軍
事
化
に
よ
り
、
そ
れ
ら
が
、
治
山
治
水
事
業
費
を
圧
迫
し
た
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
後
に
お
い
て

も
、
電
力
資
本
や
土
木
建
築
資
本
の
直
接
的
利
潤
の
源
泉
と
な
る
巨
大
堰
堤
の
開
発
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
事
業
に
は
、
国
家
資
本

だ
け
で
な
く
、
外
国
資
本
ま
で
が
投
資
さ
れ
着
々
と
建
設
さ
れ
た
。

一
方
、
災
害
復
旧
費
は
本
来
の
災
害
対
策
費
を
上
廻
っ
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
、
未
復
旧
の
災
害
が
累
積
し
て
、
次
の
災
害
を
惹
起
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
官
)
O

な
お
、
そ
れ
に
加
え
て
、
従
来
の
各
河
川
に
実
施
さ
れ
た
河
川
改
修
・
砂
防
・
治
山
・
水
力
発
電
施
設
・
濯
翫
用
水
・
水
道
用
水
の
施

設
等
の
土
木
工
事
は
、
必
ず
し
も
全
水
系
の
河
川
構
造
や
洪
水
時
の
流
量
を
基
盤
に
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の



矛
盾
が
顕
在
し
、
ま
た
大
規
模
な
被
害
を
惹
起
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

要
す
る
に
、
水
害
の
直
接
的
な
被
害
の
波
及
に
よ
り
、
地
域
構
造
の
一
部
が
崩
壊
し
、
そ
の
後
の
地
域
形
成
に
影
響
し
て
い
る
場
合
も

あ
り
、

ま
た
復
旧
事
業
と
共
に
水
害
防
除
の
対
応
策
や
水
害
抵
抗
性
が
、
そ
の
後
の
地
域
社
会
経
済
の
機
構
や
地
域
再
編
成
の
一
要
素
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
逆
に
そ
の
対
応
が
次
の
水
害
の
発
生
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
事
例
も
み
ら
れ
る
。
社
会
経
済
的
諸
条

件
の
発
達
や
工
学
系
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
水
害
防
除
の
対
応
や
水
窓
口
地
域
に
お
け
る
抵
抗
性
も
そ
れ
に
従
っ
て
進
展
す
る
の

水害発生常習地の歴史地理学的研究に関する課題

で
、
地
域
構
造
や
地
域
形
成
が
変
容
し
、
ま
た
地
域
体
系
も
そ
れ
に
つ
れ
て
変
化
す
る
。
人
聞
の
環
境
へ
の
対
応
・
適
応
行
為
の
変
化
と

地
域
変
貌
の
運
動
方
向
と
の
関
連
性
へ
の
究
明
は
、
歴
史
地
理
学
に
と
っ
て
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

試
論
の
場
の
選
定
動
機

従
前
か
ら
、
筆
者
は
古
代
東
北
に
お
け
る
律
令
国
家
と
蝦
夷
の
漸
移
地
帯
の
地
域
変
容
過
程
を
分
析
し
、
両
文
化
の
接
触
地
帯
に
お
け

る
地
域
構
造
の
推
移
を
究
明
す
る
と
こ
ろ
に
歴
史
地
理
学
の
意
義
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
ハ
7
〉

O

そ
の
試
論
展
開
に
お
い
て
、

イ山
」晶、
口

平
野
の
北
部
、
す
な
わ
ち
仙
北
地
帯
、
特
に
そ
の
北
縁
地
帯
は
、
畿
内
系
文
化
の
北
限
地
帯
に
当
た
り
、

一
方
、
北
方
系
文
化
の
南
限
地

帯
に
も
相
当
す
る
。
こ
の
両
者
の
文
化
的
較
差
の
た
め
に
、
仙
北
地
帯
に
お
い
て
双
方
の
文
化
の
進
展
が
停
滞
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
q
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
律
令
国
家
体
制
が
仙
北
地
帯
に
渉
透
し
て
き
た
時
期
は
、
律
令
国
家
体
制
そ
の
も
の

自
体
が
内
的
に
多
く
の
矛
盾
を
含
ん
で
い
た
の
で
、
丁
度
そ
の
時
期
に
、
そ
の
矛
盾
が
次
第
に
顕
在
化
し
始
め
、
更
に
、
そ
の
矛
盾
と
欠

陥
が
対
夷
政
策
と
東
北
開
発
の
進
展
に
よ
り
、
誘
発
的
に
拡
大
化
し
た
時
期
で
あ
る
。
従
っ
て
、
対
夷
政
策
・
東
北
開
発
と
い
う
国
家
の

29 

一
大
事
業
に
律
令
国
家
的
権
勢
を
集
中
し
え
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
、
仙
北
と
い
う
地
理
的
基
盤
を
み
る
と
、
そ
の
沖
積
平
野
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に
広
く
大
規
模
な
低
湿
地
が
分
布
し
、
な
お
、
近
・
現
代
か
ら
近
世
へ
と
糊
及
的
に
推
論
す
れ
ば
、
古
代
に
お
い
て
も
水
害
発
生
の
常
習

地
帯
で
あ
っ
た
と
推
察
し
う
る
の
で
、
苛
酷
な
自
然
的
諸
条
件
に
よ
り
、
律
令
国
家
体
制
の
東
北
進
も
停
滞
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

るハ
8
u
o

そ
こ
で
、
筆
者
は
従
前
か
ら
試
み
て
い
る
古
代
東
北
に
お
け
る
律
令
国
家
と
蝦
夷
の
漸
移
地
帯
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
を
よ
り
深
く
進

展
さ
す
た
め
に
、
仙
北
地
帯
に
お
け
る
洪
水
と
地
域
構
造
の
変
貌
と
の
関
連
性
を
把
握
し
た
い
。
し
か
し
、
中
世
・
古
代
の
洪
水
関
係
の

資
料
は
管
見
の
限
り
で
は
極
め
て
少
な
い
の
で
、
近
代
・
近
世
か
ら
中
世
・
古
代
へ
と
糊
及
的
に
追
究
し
た
い
が
、
そ
の
推
論
は
筆
者
の

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
唯
、
本
稿
で
は
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、
水
害
・
冷
害
等
の
災
害
頻
度
の
概
観
と
近
代
の
水
害
に
よ
る
農
村
の
変
貌

の
問
題
点
を
取
り
扱
う
。
そ
の
う
ち
で
も
更
に
焦
点
を
搾
る
な
ら
ば
、
仙
北
地
帯
を
北
西
か
ら
南
東
に
か
け
て
蛇
行
し
な
が
ら
現
在
の
北

上
川
下
流
に
流
入
す
る
河
川
、
す
な
わ
ち
迫
川
が
あ
る
。
こ
の
河
川
は
明
治
以
降
を
み
て
も
、
水
害
が
常
習
的
に
頻
発
す
る
河
川
と
し
て

そ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
歴
史
的
に
そ
の
水
害
発
生
の
頻
度
を
考
察
し
た
い
。
そ
れ
に
、
こ
の
河
川
は
そ
れ
自
体
流
程
は
長

大
で
は
な
く
、
ま
た
広
大
な
流
域
を
擁
し
な
い
が
、
度
々
水
害
を
起
こ
し
、
治
水
的
に
も
問
題
が
多
い
。
勿
論
、
こ
の
河
川
に
つ
い
て

tま

治
水
史
的
観
点
か
ら
若
干
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
門
主
、

前
章
の
よ
う
な
方
法
概
念
設
定
の
意
義
で
説
述
し
た
観
点
か
ら
す

る
と
、
迫
川
流
域
は
自
然
的
に
も
社
会
的
に
も
多
く
の
課
題
が
潜
在
す
る
。
特
に
、
こ
の
河
川
流
域
の
よ
う
な
水
害
発
生
常
習
的
地
域
で

は
、
度
々
の
水
害
被
害
に
よ
っ
て
農
業
が
如
何
に
変
貌
し
、
ま
た
そ
の
対
応
や
抵
抗
性
に
よ
っ
て
、
地
域
が
如
何
に
再
形
成
さ
れ
た
か

が
、
歴
史
地
理
学
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
に
な
る
。



四

仙
北
平
野
の
地
形
的
特
徴
自
〉
と
河
川
状
況

東
北
日
本
の
脊
梁
山
脈
を
西
に
控
え
、
東
に
仙
台
湾
を
臨
み
、
北
東
方
に
北
上
山
地
が
、
南
に
阿
武
隈
山
地
が
横
た
わ
る
聞
に
、
標
高

二
O
O米
以
下
の
低
地
帯
が
あ
る
。
詳
細
に
み
る
と
、
こ
の
地
帯
は
更
に
、
第
三
紀
層
か
ら
成
る
標
高
一

O
O
l二
O
O米
の
丘
陵
台
地

水害発生常習地の歴史地理学的研究に関する課題

と
、
そ
の
丘
陵
に
丘
陵
と
の
聞
に
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
と
の
地
形
的
単
元
か
ら
成
る
。
前
者
を
陸
前
丘
陵
、
後
者
を
所
謂
仙
台
平
野
と

な

な

き

た

呼
ぶ
。
こ
の
平
野
の
中
程
に
、
七
北
田
と
松
島
の
両
丘
陵
が
横
た
わ
る
。
こ
の
両
丘
陵
を
境
に
以
北
を
仙
北
、
以
南
を
仙
南
平
野
と
い
わ

れ
る
。
こ
の
両
丘
陵
を
包
む
よ
う
に
北
側
に
大
松
沢
丘
陵
が
展
開
し
、
更
に
、
北
側
に
北
西
か
ら
南
東
に
か
け
て
半
環
状
に
丘
陵
が
取
り

巻
く
よ
う
に
存
在
す
る
。
そ
の
間
を
河
川
が
北
西
か
ら
南
東
に
流
下
し
、
そ
れ
ら
の
各
河
川
が
仙
北
平
野
南
東
部
に
お
い
て
接
近
し
合
流

す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
平
野
の
南
東
部
に
は
大
規
模
な
低
湿
地
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
低
湿
地
の
大
部
分
は
干
拓
ざ

れ
、
水
固
化
さ
れ
た
。

各
河
川
が
集
中
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
集
中
す
る
だ
け
の
低
地
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
仙
北
の
場
合
、
そ
の
低
地

た
い
わ
ち
ょ
う

一
O
米
の
等
高
線
を
辿
る
と
、
吉
田
川
流
域
で
は
黒
川
郡
大
和
町
の

が
内
陸
深
く
入
り
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
み
る
た
め
に
、
試
み
に
、

東
部
「
桧
和
田
」
に
ま
で
一

O
米
等
高
線
が
入
り
込
む
。
そ
れ
は
そ
の
本
流
の
鳴
瀬
川
河
口
か
ら
約
二
三
粁
上
流
の
地
点
に
当
た
る
。
鳴

と

お

だ

こ

ど

た

ち

ょ

う

瀬
・
江
合
両
河
川
流
域
で
は
、
鳴
瀬
川
河
口
か
ら
約
二
三
粁
も
入
り
込
ん
だ
遠
田
郡
小
牛
田
町
の
中
心
集
落
「
小
牛
田
」
の
字
駒
米
(
東

北
本
線
小
牛
田
駅
北
西
)
を
一

O
米
等
高
線
が
通
り
、
更
に
そ
の
北
部
の
流
域
、
す
な
わ
ち
具
体
的
に
は
迫
川
右
岸
支
流
の
小
山
田
川
流

域
で
は
蕪
栗
沼
の
西
方
、
栗
原
郡
瀬
峰
町
の
西
部
に
あ
る
字
「
川
前
」
に
ま
で
一

O
米
等
高
線
が
這
入
り
、
現
在
の
北
上
川
河
口
か
ら
約

31 

三
五
粁
も
上
流
に
糊
河
し
た
地
点
に
当
た
る
。
な
お
、
こ
の
本
流
の
迫
川
流
域
を
湖
上
す
る
と
、
現
在
の
北
上
川
の
河
口
か
ら
五

O
粁
余
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も
上
流
に
位
置
す
る
栗
原
郡
若
柳
町
字
「
我
円
」
や
「
中
ノ
目
」
付
近
、

具
体
的
に
は
東
北
本
線
の
迫
川
鉄
橋
の
上
流
一
四
五

O
米
地
点

に
ま
で
一

O
米
等
高
線
が
入
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
等
高
線
に
よ
っ
て
仙
北
平
野
を
概
観
す
る
と
、
河
川
流
域
の
沖
積
平
野
の
大
部
分
に
亘
っ
て
、
標
高
一

O
米
以
下
の
低
地

が
占
め
て
い
る
。
か
か
る
地
形
状
態
で
あ
る
か
ら
低
地
が
内
陸
深
く
食
い
込
ん
だ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
特
に
、
内
陸
へ
約
五
五
粁

ま
で
一

O
米
の
低
地
が
入
り
込
ん
だ
迫
川
流
域
で
は
、
大
規
模
な
低
湿
地
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
迫
川
流
域
の

若
柳
町
南
部
を
通
る
一

O
米
等
高
線
付
近
の
迫
川
流
路
近
傍
の
低
地
や
氾
濫
平
野
で
は
標
高
五
米
前
後
か
ら
八
米
で
あ
る
か
ら
、
河
川
が

と

め

蛇
行
迂
曲
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
流
速
は
緩
慢
と
な
り
、
流
路
沿
岸
に
多
く
の
低
湿
地
や
沼
沢
を
形
成
し
た
。
特
に
、
本
流
路
の
登
米

は

さ

ま

わ

〈

や

お

お

や

ち

郡
迫
町
佐
沼
か
ら
遠
田
郡
涌
谷
町
大
字
大
谷
地
に
か
け
て
は
甚
し
く
蛇
行
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、

一
九
一
二
(
大
正
元
)
年
測
図
の

五
万
分
の
一
地
形
図
「
涌
谷
」
ハ
リ
図
幅
並
び
に
一
九
一
三
(
大
正
二
)
年
測
図
の
五
万
分
の
一
地
形
図
「
若
柳
」
ハ
巴
図
幅
に
よ
っ
て
も
明

白
で
あ
る
。
そ
の
聞
を
直
線
距
離
で
測
る
と
約
一
五
粁
で
あ
る
が
、
流
路
は
約
三
五
粁
も
か
け
て
迂
回
も
し
て
お
り
、
そ
の
聞
の
流
路
河

床
勾
配
は
一

O
O米
に
つ
き
一
・
五
糎
の
傾
斜
で
あ
り
、
全
く
平
面
状
態
に
近
い
。
こ
れ
で
は
低
湿
地
が
形
成
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
河
床
勾
配
が
緩
傾
斜
で
あ
る
上
に
、
蛇
行
が
甚
し
く
、
各
所
に
自
由
蛇
行
の
痕
跡
が
残
存
し
て
い
る
。

」
の
蛇
行
の
甚
し
い
迫
川

に
、
各
小
支
流
が
流
入
す
る
が
、

土
砂
流
入
が
少
な
く
、
本
流
の
堆
積
物
に
出
口
を
閉
塞
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
と
な
っ
て
、
低
湿
地
と
沼
・

沢
地
の
形
成
を
加
勢
し
た
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
迫
川
の
そ
の
蛇
行
沿
岸
一
帯
に
大
規
模
な
低
湿
地
が
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は

独
り
迫
川
だ
け
の
作
用
だ
け
で
は
な
く
、
北
上
川
の
作
用
を
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
北
上
川
の
流
路
の
変
選
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
伊
達
政
宗
が
土
木
技
術
に
明
る
い
川
村
孫
兵
衛
重
吉
を
し
て
、
北
上
川
の
流
路
を
登
米
か
ら
柳
津
(
本
吉
郡
津

あ
さ
み
ず

山
町
)
に
変
更
さ
せ
た
以
前
、
北
上
川
は
現
在
の
登
米
郡
中
田
町
浅
水
の
水
越
か
ら
西
に
流
れ
、
葛
寵
淵
を
経
て
、
森
と
吉
田
と
の
聞
を



た
か
ら
え

下
り
、
中
田
町
宝
江
を
流
れ
て
、

そ
の
流
路
の
痕
跡
は
一
九
一
三
(
大
正
二
)
年

ま
い
や

「
若
柳
」
図
幅
、
並
び
に
一
九
六
八
年
測
量
の
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
「
米
谷
」
図
幅
と

迫
川
の
流
路
に
も
流
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
ハ

3
0

測
図
の
五
万
分
の
一
地
形
図
「
志
津
川
」

一
九
六
八
年
測
量
、

一
九
七

O
年
修
正
測
量
の
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
「
佐
沼
」
図
幅
に
は
、
明
瞭
に
現
わ
れ
て
お
り
、

な
お
、
そ
の

図
幅
の
空
中
写
真
に
よ
る
包
〉
と
、

よ
り
鮮
明
に
流
路
の
痕
跡
を
観
察
し
う
る
。

迫
川
の
標
高
一

O
米
以
下
の
流
路
の
状
態
に
つ
い
て
概
観
し
た
の
で
、
次
は
そ
れ
以
上
の
標
高
の
流
路
勾
配
に
つ
い
て
み
る
。
本
流
路

沿
岸
の
一

O
米
等
高
線
か
ら
五
、
五
粁
糊
河
し
た
地
点
で
一
迫
川
と
三
迫
川
が
合
流
す
る
。
こ
の
合
流
点
か
ら
下
流
が
迫
川
で
あ
る
二
迫

水害発生常習地の歴史地理学的研究に関する課題

一
迫
・
コ
一

川
一
の
場
合
、
こ
の
合
流
点
よ
り
約
入
粁
上
流
の
地
点
で
沿
岸
は
標
高
二

O
米
と
な
る
。
二
迫
川
は
一
迫
川
の
支
流
を
な
す
が
、

迫
両
河
川
の
合
流
点
か
ら
棚
上
す
る
こ
と
約
九
粁
で

1日3i額]11
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m 
200 

100 

200 

100 

100km 

鳴瀬・江合商河川及び迫川とその支流

の河床勾配

江合川と迫川はその雨河川l本流の北上川の河口

までの流路を示し，江合川|は上流部の鬼首川の

流路を除外した。(筆者原図)

i皇]1卜
=二
25. 

第 1図

そ
の
沿
岸
は
標
高
二

O
米
余
に
な
る
。
次
に
、
三
迫

川
で
は
一
迫
川
と
の
合
流
点
か
ら
約
七
粁
上
流
の
地

点
で
そ
の
沿
岸
は
標
高
二

O
米
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
鳴
瀬
・
江
合
両
河
川
に
つ
い
て
も
若
干
類

似
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

一
O
米
の
等
高
線
は

内
陸
深
く
入
り
込
ん
で
い
る
が
、
二

O
米
の
等
高
線

一
O
米
等
高
線
か
ら
約
一

は
鳴
瀬
川
流
域
の
場
合
、

六
粁
の
上
流
地
点
を
走
る
。
ま
た
、
江
合
川
流
域
で

は
、
現
在
こ
の
河
川
の
本
流
で
あ
る
北
上
川
の
河
口
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河川については現在の流路を
図示したが、低湿地と沼沢地
の分布状態は1912-1913(大
正元-Z)年測図の「若柳」・「志
津)IIJ・「涌谷」・「登米」・下ム島」
「石巻」図幅の地形図lこ拠った。

目標高1伽以上園側年9月山7日国
一一 アイオン台風時の正石山
山稿1叫下 洪水港水区域 圃山

沼1尺地

か
ら
上
流
へ
湖
上
し
て
測
る
と
約
三
五
粁
の
地
点
が

仙北地帯の低湿地の分布と洪水湛水区域の分布(筆者原図)

標
高
一

O
米
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
更
に
約
一
二
粁
上

流
を
二

O
米
の
等
高
線
が
通
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
仙
北
に
お
け
る
河
川
は
、
標
高

-o

米
付
近
か
ら
二

O
米
前
後
に
か
け
て
、
河
床
勾
配
は

急
激
的
に
変
換
す
る
。
仙
北
平
野
で
は
一

O
米
以
下

の
低
地
は
河
川
に
沿
う
よ
う
に
し
て
内
陸
深
く
入
り

込
み
、
そ
の
大
部
分
に
大
規
模
な
低
湿
地
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
し
か
も
、
標
高
一

O
米
以
下
を
流
れ
る

河
川
の
河
床
勾
配
は
極
め
て
綬
傾
斜
で
あ
り
、
蛇
行

は
甚
だ
し
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
ら
、
洪

水
水
害
発
生
は
常
習
的
に
な
る
。

五

迫
川
洪
水
の
特
性
と
水
稲
被
害

第 2図

仙
北
の
か
か
る
地
形
的
特
徴
を
基
盤
と
す
る
洪
水

の
特
性
に
つ
い
て
瞥
見
す
る
。
近
年
に
お
け
る
大
規

模
な
洪
水
で
、

し
か
も
従
前
の
洪
水
被
害
状
況
よ
り
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岬I~日以上
I_""lIII""li甚水区域

園湛水区域画湖沼d圏、ー東北本線

，，-、・ー主要道路

迫川|沿岸におけるアイオン台風時の洪水による湛水区域第 3図

も
詳
細
に
記
録
さ
れ
、
な
お
、
洪
水
水
害
の
諸
要

文献(15)の10図を筆者が簡略化して図化したものである。

因
に
つ
い
て
正
確
に
調
査
さ
れ
た
ア
イ
オ
ン
台
風

洪
水
水
害
に
つ
い
て
み
る
官
三
こ
の
台
風
は
、

九
四
八
年
九
月
一
六
i
一
七
日
に
か
け
て
関
東
東

北
一
帯
を
襲
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
仙
北
平
野
の
洪

水
浸
水
湛
水
範
囲
は
、
第
二
図
に
図
示
し
た
よ
う

に
、
迫
・
鳴
瀬
・
江
合
及
び
各
河
川
の
中
流
か
ら

下
流
に
か
け
て
の
沿
岸
地
帯
で
あ
る
。
特
に
、
迫

川
に
つ
い
て
み
る
と
、

一
迫
・
二
迫
・
三
迫
の
三

河
川
が
合
流
す
る
と
、
急
に
河
水
の
量
を
増
す
。

し
か
し
、
合
流
点
か
ら
河
床
勾
配
が
急
に
緩
と
な

り
、
し
か
も
栗
原
郡
若
柳
町
の
中
心
集
落
の
南
で

や
や
沿
岸
の
氾
濫
平
野
が
狭
小
に
な
り
、
そ
の
下

流
の
登
米
郡
迫
町
佐
沼
付
近
で
は
、
迫
川
西
岸
に

河あ
Jlf る
東長
岸沼
か東
ら 岸
は の
石小
森丘
町陵
白?が
雄ち東

の方

25 
陵 E
ヵ2
迫同

り
、
氾
濫
平
野
の
幅
が
狭
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
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明治後期における南方村の水田無収穫面積の推移

年 次|無収穫時|全水図書雲 11課事| 災害・作柄本

Ul98年(明31) 866.4 1390.2 62.3% 大洪水 主主f下
1899 (明32) 資料なし 大洪水 並作

.1900 (明33) 200.2 1399.7 14.3 並{乍

1901 (明34) 160.4 1403.0 11. 4 洪水 豊作

1902 (明35) 220.7 1404.2 15.7 洪水冷害，大凶作

1903 (明36) 164.5 1406.4 11. 7 洪 水 並作

• 1904 (明37) 350.9 1408.3 24.9 洪 水 並作

1905 (明38) 764.4 1408.7 54.3 洪水冷害，大凶作

1906 (明39) 153，0 1409.6 10.9 洪 水 不作

1907 (明40) 。 1409.6 。洪 水 不作

1ω8 (明41) 。 1411. 7 。洪 水 不作

1909 (明42) 252.0 1416.8 17.8 洪 水 主立作

1910 (明43) 1280.6 1417.9 90.3 大洪水， 大凶作

第1表

*本表の作柄は宮城県下全域総合の作柄である。

本表は文献 (16)・(22)・(31)を参照にして筆者が作成した。

流
域
の
平
野
地
形
が
特
徴
的
な
洪
水
状
況
を
形
成
す
る
。

そ
こ

で
、
ま
た
ア
イ
オ
ン
台
風
に
よ
る
洪
水
を
み
る
と
、
前
述
の
よ
う

に
一
・
二
・
三
迫
川
の
合
流
点
付
近
か
ら
若
柳
町
中
心
集
落
近
辺

に
か
け
て
は
、
河
床
勾
配
が
急
に
変
換
す
る
部
分
で
あ
る
か
ら
、

流
水
・
流
木
に
よ
る
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
堤
防
決

演
に
よ
る
洪
水
浸
水
で
あ
り
、
若
柳
町
の
大
部
分
で
は
、
浸
水
期

間
は
一
ー
ー
二
日
で
あ
っ
た
が
、
若
柳
町
字
我
門
南
東
で
は
三

l
四

目
、
同
町
東
部
の
字
大
袋
や
荒
町
で
は
七
l

一
O
日
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
若
柳
か
ら
下
流
の
佐
沼
ま
で
の
氾
濫
平
野
で
は
、
流
水
に

ま
る
被
害
で
は
な
く
、
そ
の
低
地
の
大
部
分
は
、

一
O
か
ら
三

O

日
以
上
に
亘
る
湛
水
で
の
被
害
で
あ
り
、
農
作
物
は
全
く
驚
異
的

な
被
害
で
あ
っ
た
。
就
中
、
伊
豆
沼
の
東
岸
か
ら
迫
川
の
右
岸

帯
、
具
体
的
に
は
伊
豆
沼
か
ら
流
出
す
る
荒
川
と
迫
川
に
介
在
す

る
沖
積
平
地
で
は
二
五
1

四
O
目
前
後
の
湛
水
で
あ
り
、
そ
の
深
度

は
二
・
五
米
か
ら
三
米
に
も
及
ん
だ
。
こ
の
対
岸
の
登
米
郡
石
越

町
字
口
梨
や
上
新
田
も
同
様
な
状
態
で
、
湛
水
深
度
は
四
米
も
あ

っ
た
白
〉
。



要
す
る
に
、
河
床
勾
配
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
等
高
線
一

O
|二
O
米
前
後
で
、
勾
配
が
急
に
変
換
す
る
。
こ
の
変
換
地
帯

で
は
、
流
水
に
よ
る
被
害
が
大
部
分
で
あ
り
、
標
高
一

O
米
以
下
の
低
地
で
は
湛
水
に
よ
る
被
害
が
主
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
迫
川
流
域
の

水
害
被
害
の
特
性
で
あ
り
、
佐
沼
上
流
部
は
湛
水
被
害
の
甚
大
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

み
な
み
か
た
ま
ち

そ
こ
で
、
そ
の
近
傍
に
あ
る
登
米
郡
南
方
町
こ
九
六
四
年
町
制
)
の
明
治
後
期
の
水
稲
栽
培
を
み
る
と
、
毎
年
の
よ
う
に
冠
水
・
湛

水
に
よ
る
水
稲
無
収
穫
面
積
が
多
い
。
そ
の
面
積
は
多
い
年
で
、
全
水
田
面
積
の
五

O
弱
か
ら
九

O
Mを
占
め
る
が
、
大
体
は
普
通
年
で
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も
}
了
l
一
五
厄
前
後
の
無
収
穫
面
積
で
あ
る
蒔
〉
。
な
お
、

一
八
九
八
(
明
治
三
一
)
年
か
ら
一
九
一

O
(明
治
四
三
)
年
ま
で
の
南
方

村
の
水
田
開
発
を
み
る
と
、
僅
か
に
二
七
、
七
町
歩
で
あ
る

2
3
ま
た
一
九
一

O
(明
治
四
三
)

年
の
洪
水
記
録
に
よ
る
と
、

湛
水
が

三
O
日
に
も
及
び
、
全
水
田
面
積
の
九

O
形
が
無
収
穫
で
あ
っ
た
詰
〉
。

」
の
年
の
平
均
反
収
(
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
)

は
僅
か
に
三
升

一
方
、
低
湿
地
の
洪
水
水
害
発
生
常

入
合
(
五
・
七
冠
)
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
湛
水
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

と
よ
さ
と
ち
ょ
う

習
地
帯
で
あ
る
登
米
郡
豊
里
町
の
水
稲
生
産
に
つ
い
て
み
る
と
、
明
治
期
に
は
災
害
の
な
い
年
で
も
反
収
は
一
石
(
一
五

O
E
)
前
後
で

大
正
中
期
に
な
っ
て
漸
く
一
、
五
石
(
一
一
一
一
五

E
)
を
越
え
、

一
九
四
二
・
四
三
年
に
な
り
二
石
(
三

O
O
E
)
余
を
収
穫
し
え
た
こ
と

一
九
五
九
年
に
な
り
三
石

も
あ
っ
た
が
、

一
九
四
九
・
五

O
年
頃
に
な
っ
て
二
石
余
を
確
保
し
え
た
と
い
う
低
生
産
性
で
あ
っ
た
ハ
担
。

低
湿
地
の
港
水
は
水
稲
根
の
生
理
的
機
能
に
不
利
で

の
水
準
に
達
し
た
ハ
立
。
低
湿
地
は
水
稲
農
耕
に
と
っ
て
、

労
働
生
産
性
は
低
く
、

ま
た
水
稲
の
活
着
作
用
も
お
そ
い
ハ
m
u
o

従
っ
て
、

迫
川
低
湿
地
の
農
民
が
如
何
に
困
窮
状
態
に
あ
っ
た
か
を
理
解
し
う
る
で
あ

あ
り
、

ろ
う
。

37 
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.... 同

J、
仙
北
に
お
り
る
降
雨
状
況

水
害
発
生
に
は
種
々
の
要
因
が
あ
る
が
、
直
接
的
な
要
因
は
何
と
い
っ
て
も
異
常
出
水
で
あ
る
。
そ
の
要
因
は
豪
雨
で
あ
る
こ
と
が
多

ぃ
。
日
本
に
お
い
て
水
害
を
起
こ
し
た
豪
雨
の
原
因
を
、

一
九

O
O年
か
ら
一
九
四
六
年
ま
で
原
因
別
回
数
に
集
計
す
る
と
、
台
風
一
回

六
、
低
気
圧
一

O
二
、
前
線
一
六
、
雷
雨
一
二
、

そ
の
他
五
で
あ
り

au、
総
計
二
八
一
回
数
の
う
ち
台
風
が
原
因
と
な
っ
た
の
は
五

%
近
く
を
占
め
る
。
ま
た
日
本
列
島
に
は
台
風
の
来
襲
は
多
い
。

一
八
九

(
明
治
二
四
)
年
か
ら
一
九
四

O
(昭
和
一
五
)
年
ま
で
の

五
0
年
間
の
来
襲
台
風
の
出
現
頻
度
総
計
は
五
七

O
回
で
あ
る
。
こ
れ
を
単
純
に
算
術
平
均
す
る
と
一
年
当
た
り
一
一
、
四
回
と
な
る
。

そ
の
後
、

一
九
四

O
年
か
ら
一
九
六
九
年
ま
で
に
、

日
本
に
上
陸
し
た
台
風
の
来
襲
回
数
は
一
一
四
回
で
、
発
生
回
数
は
八
五
六
回
で
あ

り
、
こ
の
間
の
一
年
当
た
り
の
平
均
は
そ
れ
ぞ
れ
三
、
八
回
と
二
八
、
五
回
で
あ
る
品
」
。
次
に
、
そ
の
聞
に
宮
城
県
で
水
害
を
惹
起
し
た
豪

雨
の
要
因
を
み
る
と
、
第
一
が
台
風
で
全
発
生
豪
雨
の
四
四
、
三
形
を
占
め
、
第
二
は
前
線
性
降
雨
で
、
二

O
、
七
%
で
あ
り
、
三
番
目

が
南
海
性
低
気
圧
で
一
一
、

四
V
N
を
占
め
る
。

そ
の
他
は
二
三
、
六
形
で
二
つ
玉
低
気
圧
、

日
本
海
低
気
圧
・
蝶
雨
性
降
雨
で
あ
る
呂
志

因
に
、

一
八
六
八
(
明
治
初
)
年
か
ら
一
九
六
一

(
昭
和
三
六
)
年
ま
で
の
宮
城
県
の
風
水
害
の
頻
度
を
み
る
と
、
大
風
三
四
回
、
大
雨

三
一
回
、
洪
水
三
五
回
で
あ
る

auo
そ
れ
ら
は
被
害
規
模
に
関
係
な
く
、

災
害
回
数
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
り
、
回
数
だ
け
か
ら
単
純

に
平
均
す
る
と
、
二
、
七
年
に
一
回
の
割
で
洪
水
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
大
雨
と
洪
水
の
回
数
は
同
数
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
宮
城

県
下
に
は
如
何
に
豪
雨
に
よ
る
洪
水
が
多
か
っ
た
か
が
窺
わ
れ
る
。

次
に
、
本
稿
試
論
の
対
象
と
し
て
い
る
仙
北
地
帯
の
降
雨
に
つ
い
て
み
る
。
年
間
降
水
量
一
を
み
る
と
、
西
部
の
奥
羽
山
脈
の
山
岳
地
帯

は
一
般
的
に
量
は
多
く
ハ
号
、

鳴
子
で
は
一
九
七
三
、
二
粍
(
一
九
三
五
年

l
一
九
六
四
年
平
均
年
間
降
水
量
)
、
見
首
で
は
二
一
三
七
、



七
粍
(
一
九
二
八
年
l
一
九
六
四
年

)a)で
、
山
脈
の
県
境
付
近
で
は
二
二

O
O粍
を
越
え
て
い
る
畠
〉
O

降
水
量
は
地
形
に
よ
っ
て
大

き
く
影
響
さ
れ
る
。
仙
北
の
平
野
部
で
は
年
間
降
水
量
は
一
二

O
O粍
程
度
で
あ
る
畠
〉
。
降
水
量
は
地
形
そ
の
他
に
影
響
さ
れ
る
の
で
、

年
間
降
水
量
が
同
じ
で
も
、
微
視
的
に
は
種
々
の
特
徴
が
潜
在
す
る
。
因
に
、

一
九
二
六
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
の
日
降
水
量
最
大
値

の
分
布
を
み
る
と
、
仙
北
の
大
部
分
は
一
一

O
粍
余
か
ら
二

O
O粍
前
後
で
あ
る
。
な
お
、
仙
北
主
要
地
点
の
日
降
水
量
の
最
大
値
は
、

鬼
首
二

O
六、

四
粍
(
一
九
五
六
年
七
月
一
一
一
一
日
)
、
鳴
子
二

O
七、

O
粍
(
一
九
四
一
年
七
月
一
一
一
一
日
)
、
花
山
二
八
二
、
五
粍
(
一
九
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四
一
年
七
月
二
一
一
日
)
、
若
柳
一
五
三
、
二
粍
(
一
九
四
四
年
七
月
一
九
日
)
、

佐
沼
一
二
二
、
六
粍

(
一
九
四
三
年
一

O
月
二
日
)
、
小

牛
田
一
五
一
、
六
粍
(
一
九
四
三
年
一

O
月
二
日
)
で
あ
る

8
〉
。
や
は
り
、

奥
羽
山
脈
山
岳
部
地
帯
で
の
そ
の
値
は
高
く
、

荒
雄
山
か

ら
栗
駒
山
に
か
け
て
は
三

O
O粍
を
越
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
奥
羽
山
脈
に
流
源
を
発
す
る
鳴
瀬
・
江
合
・
迫
の
各
河
川
に
洪
水
が

常
習
的
に
発
生
す
る
一
因
と
も
な
る
。
参
考
ま
で
に
、

ア
イ
オ
ン
台
風
時
の
日
降
水
量
最
大
値
を
み
る
と
、
見
首
二
五
二
、
六
粍
、
鳴
子

古
川
三
四
二
粍
、
小
牛
田
一
四
二
粍
で
あ
る
(
告
。
序
に
、

そ
れ
を
平
均
年
降
水
量
と
合
わ
せ
考

二
一
五
粍
、
岩
出
山
二
二

O
、
五
粍
、

え
る
と
、
鬼
首
で
は
三
七
年
間
の
平
均
年
降
水
量
が
二
二
二
七
、
七
粍
で
あ
り
、

ア
イ
オ
ン
台
風
時
だ
け
で
、
年
降
水
量
の
一
一
・
八
%

も
降
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

以
下
同
じ
順
序
で
仙
北
の
主
要
観
測
地
点
自
〉
に
つ
い
て
み
る
。

鳴
子
で
は
三

0
年
間
の
平
均
年
降
水
量

が
一
九
七
三
、
二
粍
で
、

一
0
・
九
形
、
岩
出
山
で
は
一
九
年
の
平
均
が
二
二
二
ニ
、
四
粍
、

一
六
・
八
拓
、
古
川
で
は
二
二
年
間
の
平

均
一
一
七
九
、
入
粍
、
一
二
九
%
、
小
牛
田
で
は
四

0
年
間
の
平
均
が
一
一
四
八
、

八
粍
で
ご
了
固
形
で
あ
る
。

小
牛
田
の
日
最
大
降
水
量

a〉
を
み
る
と
、

一
九

O
三
(
明
治
三
六
)
年
か
ら
一
九
六
六
(
昭
和
田
一
)
年
ま
で
に
、

次
に
、

ア
イ
オ

ン
台
風
の
日
降
水
量
最
大
値
一
四
二
粍
を
越
え
た
の
は
、

一
九
四
三
(
昭
和
一
八
)
年
一

O
月
二
日
の
一
五
二
粍
、

一
九
五

O
年
八
月
三
司

自
の
一
七

O
粍、

一
九
五
八
年
九
月
二
六
日
の
一
五
九
粍
、

一
九
六
六
年
九
月
二
四
日
の
一
七

O
粍
で
あ
り
、
小
牛
田
で
は
ア
イ
オ
ン
台
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風
の
日
降
水
量
最
大
値
を
越
え
る
降
雨
が
度
々
み
ら
れ
る
。
右
期
間
の
降
水
記
録
が
全
部
保
存
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
六
四
年
間
に
一

O

O
粍
を
越
え
る
日
最
大
降
水
量
が
一
八
回
も
あ
り
、
七

O
粍
を
越
え
る
の
が
三
五
回
も
あ
る
。
こ
れ
を
単
純
に
平
均
す
る
と
、

一
、
八
年

に
一
回
の
周
期
で
、

日
最
大
降
水
量
七

O
粍
以
上
の
雨
が
降
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
同
じ
こ
と
を
古
川

auに
つ
い
て
み
る
。

一
八
九
二
(
明
治
二
五
)

年
か
ら
一
九
六
二
(
昭
和
三
七
)
年
ま
で
に
、

宮
城
県
農

業
試
験
場
古
川
分
場
が
観
測
し
た
各
年
の
日
最
大
降
水
量
の
記
録
に
よ
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
問
、

一
九

O
六
(
明
治
三
九
〉

年
か
ら
一
九
二
回
(
大
正
二
ニ
)
年
ま
で
の
記
録
は
な
い
。
そ
の
記
録
に
よ
る
臼
降
水
量
最
大
値
の
最
高
は
、

ア
イ
オ
ン
台
風
時
の
三
四

二
粍
で
あ
る
。
こ
れ
を
越
え
る
日
降
水
量
最
大
値
は
ま
だ
生
起
し
て
い
な
い
が
、

一
O
O粍
を
越
え
た
日
降
水
量
は
一
三
回
も
あ
り
、
七

O
粍
を
越
え
る
の
は
三
一
回
も
降
っ
て
い
る
。
記
録
欠
如
の
年
聞
を
除
い
て
、

七
O
粍
以
上
の
日
降
水
量
が
降
っ
た
の
は
、

一
、
七
年
毎

に
一
回
の
割
合
で
あ
る
。

前
述
の
小
牛
田
町
の
場
合
と
考
え
併
せ
、

大
崎
耕
土
地
帯
宕
)
は
集
中
降
雨
の
多
い
地
帯
で
あ
る
と
い
え
る
。

更
に
、
仙
北
の
場
合
、
北
上
川
が
流
入
し
て
く
る
の
で
、
北
上
盆
地
の
降
水
量
が
仙
北
に
大
き
く
影
響
す
る
。

七

仙
北
に
お
げ
る
災
害
の
頻
度

仙
北
に
お
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
な
地
形
的
条
件
や
河
川
構
造
、
及
び
気
象
的
諸
条
件
が
相
倹
っ
て
、
常
習
的
に
洪
水
を
発
生
さ
せ
て

い
る
。
そ
こ
で
過
去
の
仙
北
に
お
け
る
洪
水
発
生
の
類
度
を
探
求
し
て
み
た
い
。
し
か
し
、
仙
北
の
古
代
・
中
世
に
お
け
る
洪
水
そ
の
他

の
災
害
に
関
す
る
史
料
の
残
存
は
豊
富
で
は
な
い
。

一
般
に
、
史
料
は
現
代
に
な
る
程
そ
の
数
は
多
く
な
り
、
記
録
も
正
確
に
な
る
場
合

が
多
い
。
ま
た
、
災
害
関
係
の
史
料
は
居
住
人
口
の
多
い
地
域
程
多
く
残
存
し
、
記
録
す
る
機
関
・
組
織
の
存
在
す
る
地
域
は
記
録
件
数

も
多
く
な
り
、
そ
の
内
容
も
精
轍
に
な
る
。
し
か
し
、
過
去
の
史
料
の
な
か
に
は
、
そ
の
内
容
を
充
分
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も



の
も
あ
る
。

か
か
る
条
件
を
承
知
の
上
で
、
局
地
的
に
残
存
す
る
近
世
史
料
に
よ
り
、
災
害
発
生
年
の
回
数
を
集
計
す
る
。
そ
の
回
数
の

集
計
方
法
も
災
害
の
規
模
内
容
と
災
害
基
準
設
定
に
よ
っ
て
、
そ
の
数
え
方
が
異
な
る
。
災
害
規
模
を
検
討
し
た
上
で
、
災
害
の
頻
度
を

考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
回
は
先
学
の
回
数
集
計
や
災
害
年
表
の
註
記
に
従
っ
て
摘
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
ず
、
迫
川
流
域
の
災
害
発
生
年
回
数
に
つ
い
て
、
平
重
道
は
『
若
柳
町
誌
』
と
『
登
米
郡
史
』
の
凶
荒
年
年
表
か
ら
摘
録
し
、

一
五

九
六
(
慶
長
以
来
)
か
ら
一
九
四
八

冷
害
大
凶
作
一
五
回
8
)を
数
え
て
い

(
昭
和
二
三
)
年
ま
で
に
、
洪
水
七
五
回
、

目
干
越
二
二
回
、

水害発生常習地の歴史地理学的研究に関する課題

る
。
こ
れ
を
単
純
に
算
術
平
均
す
る
と
、
洪
水
は
四
、

七
年
周
期
の
発
生
で
あ
り
、
右
の
主
要
災
害
の
発
生
を
含
め
る
と
、
三
、
二
年
毎

に
生
起
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
、
ま
た
平
重
道
は
若
柳
町
や
登
米
郡
下
の
迫
川
流
域
の
災
害
回
数
を
詳
し
く
数
え
、

一
六
一
五

ー
二
ハ
一
一
一
二
(
元
和
年
間
)
か
ら
一
九
三
五
(
昭
和
一

O
)
年
ま
で
の
三
二

0
年
間
に
、
洪
水
・
大
雨
八
七
回
、
早
害
二
五
回
、
大
風
二

O
回
、
虫
害
三
回
、
冷
害
凶
荒
が
二
三
回
あ
っ
た

auと
い
う
。
や
は
り
、

こ
れ
も
単
純
に
算
術
平
均
す
る
と
、

洪
水
発
生
周
期
は
三
、

七
年
毎
で
あ
り
、
そ
の
他
め
主
要
災
害
も
含
め
て
、
二
、
四
年
の
周
期
で
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

次
に
、
鳴
瀬
・
江
合
両
河
川
流
域
の
大
崎
耕
土
の
災
害
頻
度
に
つ
い
て
み
る
。
大
崎
耕
土
中
心
地
の
小
牛
田
の
洪
水
災
害
に
つ
い
て
、

『
小
牛
田
町
史
』
(
初
〉
に
よ
り
戦
国
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
末
ま
で
、

す
な
わ
ち
具
体
的
に
は
一
五
三
五
(
天
文
四
)
年
か
ら
一
八
六

五
(
慶
応
元
)
年
ま
で
の
洪
水
発
生
年
回
数
を
集
計
す
る
と
、
六
一
回
の
発
生
で
あ
り
、
こ
れ
を
単
純
に
算
術
平
均
す
る
と
、

玉
、
四
年

の
周
期
で
洪
水
が
襲
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

掠
て
、
観
点
を
広
域
的
に
し
て
、
仙
台
平
野
に
お
い
て
歴
史
上
記
録
さ
れ
た
洪
水
発
生
年
の
回
数
を
数
え
る
と
、
七
四
一
一
(
天
平
一
四
)

年
か
ら
一
九
六
二
(
昭
和
三
七
)
年
ま
で
に
二

O
三
回
ハ
む
も
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
を
単
純
に
算
術
平
均
す
る
と
、
六
年
に
一
回
の
洪
水
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発
生
頻
度
で
あ
る
。
更
に
、
同
じ
く
仙
台
平
野
に
お
い
て
歴
史
上
記
録
さ
れ
た
災
害
に
つ
い
て
み
る
と
、
七
四
一
一
(
天
正
一
四
)
年
か
ら
一
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九
三
五
(
昭
和
一

O
)
年
ま
で
に
、
大
風
雨
・
霧
雨
及
び
洪
水
に
よ
る
大
災
害
八
三
回
、
冷
害
三
三
回
、
皐
舷
二
二
回
、
そ
の
他
降
君
・

地
震
等
の
災
害
合
わ
せ
て
一
一
一
回
、
総
計
一
五

O
回
の
災
害
が
発
生
し
て
い
る

(80
そ
の
う
ち
一

O
六
回
が
凶
僅
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の

災
害
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
別
に
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
災
害
凶
鍾
発
生
年
回
数
だ
け
を
単
純
に
平
均
す
る
と
、

一
一、

三
年
間
隔
に
凶
僅
が
起
き
、
七
、
九
六
年
周
期
で
水
害
・
冷
害
・
早
害
等
の
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
伊
達
藩
藩
政
時
代
に
記
録
さ
れ
た
藩
領
内
の
洪
水
・
冷
害
等
の
災
害
史
料
の
研
究
に
よ
る
と
、
伊
達
藩
政
初
期
(
初
代
政
宗
|

三
代
綱
宗
H

一
五
九
一
ー
ー
一
六
五
九
)
の
六
九
年
間
に
洪
水
六
回
、
大
雨
六
回
、
霧
雨
二
回
、
冷
害
一
回
が
起
き
、
中
期
(
四
代
綱
村
|

五
代
吉
村
H

一
六
六

O
l
一
七
回
二
)
の
八
三
年
間
に
洪
水
一
七
回
、
大
雨
一
九
回
、
霧
雨
一
回
、
冷
害
一
回
が
発
生
し
、
後
期
(
六
代

宗
村
l
一
三
代
慶
邦
H

一
七
四
一
ニ
ー
ー
一
八
六
六
)
の
一
二
四
年
間
に
は
、
洪
水
四
六
回
、
大
雨
三
四
回
、
帯
林
雨
九
回
、
冷
害
一
三
回
が
襲

っ
て
い
る
詰
〉
。
洪
水
だ
け
を
み
て
も
藩
政
時
代
に
六
九
回
も
発
生
し
、

こ
れ
を
算
術
平
均
す
る
と
、

四
年
に
一
回
の
洪
水
発
生
頻
度
で

あ
り
、
そ
れ
ら
の
主
要
災
害
を
合
わ
せ
る
と
一
五
三
回
の
発
生
回
数
で
、

一
、
八
年
の
周
期
で
災
害
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
次

に
、
明
治
(
四
四
年
間
)

と
大
正
(
一
四
年
間
)
、

そ
れ
に
加
え
て
昭
和
三
六
年
間
の
宮
城
県
下
の
洪
水
・
冷
害
等
の
災
害
を
み
る
と
、

洪
水
三
五
回
、
大
雨
三
一
回
、
霧
雨
九
回
、
冷
害
一

O
回
の
発
生

auで、
そ
れ
を
単
純
に
算
術
平
均
す
る
と
、

二
、
六
九
年
に
一
回
の

割
で
洪
水
が
起
き
、
そ
れ
ら
の
主
要
災
害
回
数
を
集
計
す
る
と
、

八
五
回
と
な
り
、

一、

一
一
年
毎
に
災
害
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
状

態
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
仙
北
地
帯
の
み
な
ら
ず
、
広
く
伊
達
藩
領
内
、
宮
城
県
下
全
般
に
亙
っ
て
水
害
・
冷
害
そ
の
他
の
災
害
が
度
々

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
し
う
る
。
伊
達
藩
領
内
で
は
仙
台
平
野
と
北
上
盆
地
相
去
以
南
が
、
ま
た
宮
城
県
下
で
は
仙
台
平
野
が
農
業

生
産
地
域
の
主
要
部
を
成
す
。
従
っ
て
、
こ
の
平
野
部
に
人
口
分
布
が
密
と
な
る
の
で
、
広
域
的
に
災
害
年
発
生
回
数
を
集
計
す
る
と
い



う
こ
と
に
な
る
と
、
局
地
的
に
発
生
し
た
災
害
回
数
を
も
全
部
数
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
広
域
を
一
括
し
て
集
計
す
る
と
な
れ
ば
、
毎

年
の
如
く
、
何
処
か
で
災
害
が
発
生
し
て
い
る
状
態
と
な
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
仙
台
平
野
一
帯
は
各
所
に
災
害
が
発
生
し
や
す
い
条
件

下
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
東
北
は
一
般
に
寒
冷
地
帯
で
あ
り
、
生
産
技
術
や
自
然
現
象
へ

の
対
応
が
未
発
達
の
段
階
で
は
ど
う
し
て
も
災
害
を
被
る
こ
と
が
多
く
、
時
に
は
大
凶
作
で
飢
僅
状
態
に
陥
る
場
合
も
あ
る
。

」
の
た

め
、
東
北
は
一
層
に
困
窮
状
態
に
陥
ち
入
り
、
国
家
と
し
て
も
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な
る
。
大
凶
作
と
い
う
の
は
平
年
作
(
最
近
七
年
間

水害発生常習地の歴史地理学的研究に関する課題

の
う
ち
、
最
豊
作
と
最
凶
作
を
除
い
た
五
年
間
の
平
均
値

au)
の
四
分
三
以
上
の
減
収
を
い
う
(
号
。

東
北
に
お
け
る
凶
僅
発
生
の
頻
度

に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
文
献
や
史
料
を
駆
使
し
て
梅
田
三
郎
詰
)
や
石
川
栄
助
告
〉
の
研
究
が
あ
る
。
前
者
の
説
に
よ
る
と
、

東
北
の
大
凶

作
は
八

O
年
位
の
周
期
で
発
生
す
る
が
、
現
代
に
近
づ
く
に
従
い
三

O
年
周
期
に
な
る
と
い
う
。
し
か
も
、
東
北
に
お
け
る
大
凶
作
は
二

年
連
続
し
て
発
生
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
説
く
。
後
者
は
統
計
学
的
処
理
に
よ
る
研
究
で
あ
り
、
東
北
の
大
凶
作
は
二
九
、

四
年
の

周
期
で
あ
り
、

し
か
も
連
続
発
生
す
る
と
い
う
。
両
者
は
別
個
に
研
究
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
期
せ
ず
し
て
大
体
一
致
し
て
い
る
。
東
北

の
大
凶
作
は
二
乃
至
三
年
連
続
し
て
群
発
す
る
の
で
、
波
及
的
被
害
は
ま
す
ま
す
大
と
な
り
、
生
産
性
の
進
展
を
停
滞
さ
せ
て
し
ま
う
。

な
お
、
そ
の
両
論
説
以
前
に
先
駆
的
役
割
を
果
し
た
研
究
が
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
門
前
弘
多
(
習
と
盛
田
達
一
ニ
ハ
習
の
両
論
究
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
前
者
は
歴
史
的
に
大
凶
作
発
生
年
を
史
料
か
ら
追
究
し
、
三

O
l四
0
年
間
隔
で
発
生
す
る
と
論
じ
、
後
者
も
前
者
と
同
じ

観
点
で
分
析
し
、
三

0
1五
0
年
間
隔
で
大
凶
作
が
発
生
し
て
い
る
と
論
及
し
て
い
る
。

東
北
の
歴
史
的
大
凶
作
を
通
じ
て
そ
の
発
生
因
子
を
究
明
し
た
論
稿
に
よ
る
と
、

五
0
1七
五
形
は
冷
窓
口
で
あ
り
、
九

1
二
五
形
は
水

害
で
あ
り
、
そ
の
他
は
早
警
に
よ
る
も
の
が
多
い
ハ
哲
。

前
述
し
た
が
、

仙
台
平
野
に
お
け
る
豪
雨
の
要
因
は
、
台
風
や
前
線
性
降
雨
が

43 

主
で
あ
り
、
更
に
、
北
上
川
流
域
の
洪
水
発
生
年
の
気
象
的
現
象
を
調
べ
る
と
、

や
は
り
台
風
・
霧
雨
・
気
候
不
順
が
多
い
の
で
、
水
害



ω

∞

川

刷

∞

↑

∞

ア

ω

勾

4

Q

d

1

J

q

U

F

O

n

t

n

ヨ

1

1

1

1

1

 

水
作
作
暦
水
作
作
騨
水
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潜
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作
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暦
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作
作
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作
作
暦
水
作
作
暦

洪
凶
凶
間
決
凶
凶
凶
洪
凶
問
問
洪
凶
凶
西
洪
凶
凶
西
供
凶
凶
西
洪
凶
凶
西

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大
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900 850 0800 750 

ll()(] 1050 1000 :950 

1300 1250 1200 1150 

1500 1450 1400 1350 

且且ー司~ーー』ーーーー..___.__，

1700 1650 1600 1550 

1900 1850 1800 1750 

大凶作の表示点は凶作表示点の上に重複して図示した。1950 

発
生
年
に
は
合
併
症
状
的
に
冷
害
も
併
発
し
て
い
る
場
合

伊達藩(明治以降宮城県)の災害発生年頻度分布表(筆者原図)

が
多
い
。

因
に
、
歴
史
上
記
録
さ
れ
た
大
凶
作
・
凶
作
(
平
年
作

の
二
分
の
一
以
上
の
減
収
)
(
き
・
飢
僅
及
び
大
洪
水
の

一
七
五

O
年
前
後

発
生
年
分
布
翁
〉
を
図
表
化
す
る
と
、

か
ら
一
九

O
O年
前
後
に
か
け
て
群
発
し
て
い
る
。
史
料

の
残
存
や
歴
史
上
の
記
録
類
及
び
そ
の
記
事
内
容
も
現
代

に
近
づ
く
程
多
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
近
世
末
期
か
ら
近

代
・
現
代
に
か
け
て
、
災
害
の
回
数
が
多
い
と
い
う
結
果

に
な
る
。

話
は
若
干
変
る
が
、
西
岡
秀
雄
は
樹
木
年
輪
か
ら
推
論

し
、
沖
積
期
永
年
気
候
変
化
に
つ
い
て
七

O
O年
周
期
説

を
提
唱
し
て
い
る

au。
そ
れ
に
よ
る
と
、

暖
期
は

B
C

六
ー
七
世
紀
二
l
l
二
世
紀
、
九
世
紀
前
後
、
一
五
|
一
六

第4図

世
紀
で
あ
り
、
果
、
期
は

B
C
三
世
紀
前
後
、

五

i
六
世
紀

一
一
一
ー
一
三
世
紀
、

一
九
世
紀
前
後
で
あ
る
と
い
う
。
前

述
の
災
害
発
生
年
分
布
が
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀



前
半
及
び
二

O
世
紀
に
か
け
て
群
発
的
に
集
中
す
る
こ
と
は
、
西
岡
七

O
O年
気
候
脈
動
説
と
の
関
連
を
軽
視
し
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、

一二
l
一
三
世
紀
に
、
仙
台
平
野
に
お
い
て
災
害
発
生
が
僅
少
な
の
は
、
史
料
や
歴
史
的
記
録
の
残
存
が
少
な
い
か
ら
で

あ
ろ
う
。

八

新
田
開
発
と
水
害
♀
〉

水害発生常習地の歴史地理学的研究に関する課題

仙
北
地
帯
は
前
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
地
形
的
条
件
や
河
川
構
造
、
及
び
気
候
的
条
件
に
よ
っ
て
、
新
田
開
発
は
困
難
で
あ
る
が
、
仙

台
平
野
と
し
て
は
広
範
な
沖
積
平
野
が
展
開
す
る
の
で
、
そ
の
開
発
の
対
象
地
域
と
は
な
る
。
天
正
年
間
に
広
範
な
農
業
生
産
対
象
地
域

と
し
て
仙
台
平
野
と
北
上
盆
地
相
去
以
南
を
領
有
し
た
伊
達
政
宗
は
、
徳
川
幕
府
の
成
立
、
そ
れ
に
伴
う
江
戸
城
下
町
の
大
規
模
な
造
営

と
い
う
状
態
に
対
応
し
、
江
戸
廻
米
の
利
潤
に
藩
の
財
政
的
基
礎
を
構
え
よ
う
と
す
る
方
策
を
樹
立
し
た
。
こ
の
方
策
は
伊
達
藩
二
代
の

忠
宗
か
ら
四
代
の
綱
村
に
か
け
て
継
承
さ
れ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
正
保
年
聞
か
ら
元
職
に
か
け
て
の
約
半
世
紀
は
、
仙
台
藩
に
お

け
る
新
田
開
発
の
全
盛
時
期
で
あ
っ
た
(
想
。
仙
台
藩
表
高
六
二
万
石
に
対
す
る
内
高
一

O
O万
石

a〉
と
の
差
額
は
、
主
と
し
て
、

Lー

の

時
期
の
新
田
開
発
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
主
要
な
新
田
開
発
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
河
川
流
域
の
野
谷
地
で
あ

る
。
こ
の
た
め
仙
台
藩
は
開
発
地
の
給
地
と
と
も
に
野
谷
地
給
地
の
政
策
を
と
っ
て
い
る
お
〉
。

政
宗
は
川
村
孫
兵
衛
重
吉
を
し
て
、

ま
い
ぞ

一
六

O
五
(
慶
長
一

O
)
年
か
ら
一
六

O
八
年
に
か
け
て
、
登
米
郡
川
面
か
ら
米
谷
に
至
る
流
路

を
改
修
し
、
大
泉
か
ら
水
越
に
至
る
相
模
土
手
を
築
堤
さ
せ
た
昌
三

」
れ
に
よ
っ
…
て
、

登
米
郡
浅
水
村
水
越
(
現
中
田
町
新
小
路
付

近
)

か
ら
葛
寵
淵
・
宝
江
を
経
て
追
川
の
流
路
に
も
流
入
し
て
い
た
北
上
川
ハ
ぎ
を
現
在
の
本
吉
郡
津
山
町
柳
津
を
流
れ
る
よ
う
に
直
南

45 

下
す
る
流
路
の
み
に
変
更
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
迫
川
は
独
立
河
川
と
な
り
、
水
量
は
減
少
し
、
登
米
郡
一
帯
の
開
発
は
進



46 

ん
だ
。
し
か
し
、
北
上
川
流
路
の
直
南
下
が
そ
の
下
流
に
水
量
と
水
勢
を
増
し
た
た
め
、
水
害
が
甚
大
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
藩
は
一
六

一
六
(
元
和
二
)
年
か
ら
一
六
二
六
(
寛
永
一
ニ
)
年
に
か
け
て
、
北
上
川
を
柳
津
か
ら
西
へ
迂
回
さ
せ
、
神
取
山
と
和
淵
の
聞
を
流
れ
る

よ
う
に
改
修
し
、
迫
・
江
合
両
河
川
を
北
上
川
に
合
流
す
る
工
事
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
お
)
O

う

わ

血

ま

と

よ

さ

と

緩
慢
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
登
米
郡
上
沼
・
宝
江
・
吉
田
・
米
山
・
豊
一
里
一
帯
の
沖
積
低
地
は
洪
水
に
よ
る
冠
水
・
湛
水
の
被
害
が
甚

こ
れ
に
よ
っ
て
、

北
上
川
の
流
れ
を

大
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
同
一
流
域
内
で
一
方
に
洪
水
防
除
の
対
応
を
す
れ
ば
、
他
方
で
洪
水
を
惹
起
す
る
。
こ
れ
が
仙
北
の
宿
命
的

な
治
水
上
の
課
題
で
あ
る
。
迫
川
流
域
は
北
上
川
迂
回
流
路
と
北
上
・
迫
・
江
合
三
川
合
流
の
改
修
に
よ
っ
て
、
水
害
が
頻
発
す
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
内
陸
水
路
の
整
備
統
一
に
よ
っ
て
、
米
の
流
通
は
活
発
と
な
り
、
米
価
は
高
騰
し
、
新
田
開
発
の
進
行
を
刺
激
し
た

av

こ
れ
に
よ
り
、

元
聴
か
ら
享
保
に
か
け
て
、

迫
川
流
域
の
新
田
開
発
は
当
時
の
技
術
の
可
能
な
限
り
造
成
を
進
め
た
の
で
あ
る
(
坦
。
そ

の
後
も
続
け
ら
ら
れ
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
昭
和
に
か
け
て
盛
ん
に
低
湿
地
の
開
発
が
進
め
ら
れ
た

auo

野
谷
地
の
新
田
開
発
や
低
湿
地
の
干
拓
を
推
進
す
る
た
め
に
、
迫
川
の
流
路
に
平
行
し
て
連
続
堤
が
築
堤
さ
れ
、
溝
渠
に
よ
り
濯
概
用

水
を
上
流
か
ら
引
水
し
、
悪
水
を
排
水
す
る
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
堤
防
は
強
化
さ
れ
、
谷
地
を
区
切
っ
て
堤
防
が
谷
地

の
流
底
近
く
に
築
堤
さ
れ
る
と
、
洪
水
時
に
は
谷
地
の
水
や
河
水
は
堤
防
を
越
え
て
溢
れ
、
破
堤
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
遊
水
地

を
堤
防
で
塞
ぎ
開
発
し
て
も
、
洪
水
時
に
は
河
水
は
遊
水
地
に
復
帰
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
全
水
系
の
洪
水
時
の
河
水
水
量
を
考
慮
し
、

合
理
的
に
河
水
水
量
を
他
に
転
向
す
る
方
途
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
全
水
系
の
洪
水
時
の
水
量
を
前
提
と
し
な
い

で
、
局
地
的
に
堤
防
を
強
化
し
、
新
田
開
発
が
流
路
近
く
ま
で
伸
展
す
る
と
、
順
調
な
水
の
排
除
が
妨
げ
ら
れ
、
水
害
を
惹
起
す
る
。

所
詮
、
新
田
開
発
は
水
害
と
背
中
合
わ
せ
の
状
態
に
あ
り
、
水
の
合
理
的
処
置
に
重
点
を
お
く
と
新
田
開
発
を
停
滞
さ
せ
る
よ
う
な
結

果
と
な
る
。
河
川
流
域
の
治
水
景
観
は
水
害
へ
の
抵
抗
位
の
形
態
で
あ
る
と
も
い
え
る
し
、
ま
た
歴
史
的
形
成
物
で
あ
る
と
も
い
え
る
。



新
田
開
発
と
治
水
景
観
は
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
特
殊
性
が
あ
る
。
こ
れ
が
ま
た
斯
学
の
研
究
課
題
と
な
る
。
北
上
川
や
追
川
の

よ
う
に
、
地
峡
部
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
上
流
と
下
流
と
で
は
利
害
が
相
反
す
る
の
で
、
河
川
改
修
と
併
行
す
る
新
田
開
発
は
一
層
困

難
と
な
り
、
そ
の
流
域
独
特
な
景
観
を
形
成
す
る
。
上
流
流
域
で
は
地
峡
部
の
拡
張
を
望
む
が
、
下
流
で
は
上
流
の
遊
水
地
的
機
能
の
維

持
を
望
む
。
ま
た
一
般
に
、
堤
防
強
化
に
よ
り
新
田
開
発
が
進
展
す
る
と
、
濯
翫
用
水
の
下
流
へ
の
供
給
も
少
な
く
な
り
、
な
お
、
堤
防

強
化
に
よ
る
遊
水
地
機
能
の
廃
止
は
下
流
に
水
害
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
苛
酷
な
自
然
的
条
件
下
に
お
け
る
新
田
開
発
は
、
前
述

水害発生常習地の歴史地理学的研究に関する課題

し
た
よ
う
に
農
業
生
活
の
発
展
の
基
盤
に
な
る
こ
と
な
く
、
外
部
不
経
済
的
な
結
果
と
な
っ
た
。
換
言
し
て
端
的
に
い
え
ば
、
新
田
開
発

は
藩
為
政
者
や
地
主
層
の
水
害
抵
抗
性
で
、
農
民
の
抵
抗
性
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

要
す
る
に
、
農
業
開
発
は
全
生
態
系
を
考
慮
し
、
環
境
体
系
に
沿
っ
て
環
境
基
盤
整
備
の
上
で
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

九

結
び
に
代
え
て
l
水
害
に
よ
る
地
域
変
貌

仙
北
で
は
度
々
の
水
害
・
冷
害
等
の
災
害
に
よ
り
小
規
模
農
民
層
は
疲
弊
し
た
。
し
か
し
、
仙
北
で
は
外
見
的
に
沖
積
平
地
が
広
く
展

関
す
る
の
で
、
こ
れ
に
対
し
て
新
田
開
発
が
進
め
ら
れ
、
明
治
以
降
で
は
地
主
制
に
起
因
す
る
農
地
改
良
や
水
由
化
増
強
の
た
め
の
水
防

工
事
や
治
水
工
事
が
進
展
し
た
。
こ
れ
ら
は
主
に
局
地
的
な
自
然
的
基
盤
に
基
づ
く
工
事
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
被
害
発
生
個
所
の
局
地
的

な
要
因
の
み
に
対
す
る
対
応
処
置
で
あ
る
か
ら
、
逆
に
洪
水
が
発
生
し
た
時
、
被
害
を
倍
加
す
る
助
長
要
因
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
従
っ
て
、
そ
の
対
応
に
は
全
水
系
の
河
川
構
造
、
並
び
に
洪
水
流
出
速
度
の
増
大
、
本
・
支
流
の
洪
水
水
量
の
集
水
に
よ
る
下
流
水

量
の
上
昇
等
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

au。
な
お
、

水
害
抵
抗
性
は
冷
害
抵
抗
性
の
場
合
と
異
な
り
、

農
作
物
の
栽
培
過
程
の
技

47 

術
や
栽
培
管
理
の
改
造
で
は
な
く
、
地
域
の
環
境
条
件
や
地
域
構
造
を
改
善
す
る
積
極
的
技
術
、
す
な
わ
ち
地
域
工
学
的
な
技
術
が
必
要
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で
あ
る
。
し
か
し
、
連
続
堤
主
義
が
主
体
を
な
す
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
治
水
・
水
防
の
諾
対
応
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
農
民
の
水
害

抵
抗
性
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
地
主
側
の
そ
の
抵
抗
性
を
強
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

繰
り
返
し
述
べ
る
が
、
仙
北
で
は
一
八
世
紀
中
葉
か
ら
一
九
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
集
中
的
な
災
害
発
生
に
よ
り
農
民
は
困
窮
化
し

た
。
殊
に
、
明
治
以
降
か
ら
は
自
由
経
済
に
よ
り
家
計
は
失
調
と
な
っ
た
。
特
に
、
迫
川
流
域
で
は
一
八
八
五
(
明
治
一
八
)
年
の
冷
害
、

一
八
八
八
(
明
治
二
一
)
年
の
水
害
、

一
八
八
九
(
明
治
二
二
)
年
の
大
水
害
・
冷
害
、

一
八
九

O
(明
治
二
三
)
年
の
大
水
害
、

/¥ 

九
四
(
明
治
二
七
)
年
の
北
上
川
洪
水
、

一
八
九
六
(
明
治
二
九
)
年
の
大
水
害
、

一
八
九
七
(
明
治
一
ニ

O
)
年
の
大
水
害
・
冷
害
、

九
O
二
(
明
治
三
五
)
年
の
冷
害
・
水
害
、

一
九

O
五
(
明
治
三
人
)
年
の
冷
害
に
よ
る
大
凶
作
、

一
九
一

O
〈
明
治
四
三
)
年
の
大
水

畳
間
、

一
九
一
一
一
一
(
大
正
二
)
年
と
一
九
二

O
(大
正
九
)
年
の
大
水
害
(
き
が
、

全
く
群
発
的
に
大
災
害
が
連
続
的
に
発
生
し
た
。

そ
れ

ら
の
水
害
・
冷
害
が
直
接
的
要
因
と
な
っ
て
、
小
規
模
農
民
の
土
地
放
棄
が
激
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
宮
城
県
の
小
作
地
増

加
指
数
と
登
米
郡
旧
技
力
村
(
現
迫
伊
)

の
水
田
集
落
の
農
地
売
買
頻
度
と
が
相
関
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
白
〉

O

v 
」

の
こ
と
は
す
な
わ
ち
、
水
害
・
冷
害
等
の
災
害
に
よ
り
、
小
規
模
農
家
は
ま
す
ま
す
困
窮
化
し
、
土
地
を
抵
当
に
し
て
生
活
資
金
や
営
農

資
金
を
地
主
層
か
ら
借
金
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
現
金
収
入
の
な
い
小
規
模
農
家
は
返
済
し
え
ず
し
て
農
地
を
収
奪
さ
れ
る
結
果
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
災
害
が
発
生
す
る
度
に
小
作
化
が
増
進
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
水
害
発
生
の
常
習
的
地
域
に
お
け
る
農

民
層
は
甚
し
く
分
化
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
な
お
、
水
稲
反
当
収
量
の
増
加
と
小
作
地
率
の
増
率
傾
向
と
が
平
行
す
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
水
稲
生
産
性
の
向
上
発
展
の
契
機
は
、

少
数
の
地
主
層
が
主
導
権
を
掌
握
し
て
い
た

auこ
と
が
窺
わ
れ
る
、

明
治
に
入
つ

て
か
ら
水
稲
品
種
の
選
抜
か
ら
改
良
へ
と
活
発
と
な
り
、
営
農
技
術
や
栽
培
管
理
も
進
歩
し
、
ま
た
一
般
的
に
は
明
治
末
期
か
ら
大
正
初

期
に
か
け
て
硫
安
の
登
場
と
用
排
水
施
設
の
整
備
に
よ
り
水
稲
反
当
収
量
が
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
水
稲
生
産
性
の
増
強
は



地
主
制
の
確
立
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
災
害
頻
発
の
過
程
に
お
い
て
小
規
模
自
作
農
か
ら
農
地
を
収
奪
的
に
買
収
し
た
大
地
主
層

が
、
耕
地
整
理
と
農
地
改
良
の
主
導
権
を
通
じ
て
、
小
作
料
収
入
と
地
価
の
安
定
増
大
を
図
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
地

主
層
は
農
村
に
お
け
る
支
配
体
制
を
確
立
強
化
し
た
と
い
え
る

av

迫
川
流
域
で
は
度
々
の
水
害
・
冷
筈
等
の
災
害
に
よ
っ
て
農
民
層
の
分
化
が
促
進
さ
れ
た
が
、
こ
の
流
域
で
は
既
に
藩
政
時
代
に
大
土

地
所
有
者
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
中
世
土
豪
の
末
奇
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
ま
た
一
部
に
は
町
人
地
主
も
い
た
ハ

g
。
特
に
、

L

b

ひ
め

題
栗
原
郡
志
波
姫
村
や
旧
若
柳
町
は
、
一
県
下
有
数
の
地
主
層
の
群
居
的
居
住
地
域
で
あ
っ
た
。
な
お
、
詳
細
に
所
有
者
分
布
を
み
る
と
、
志

あ

り

が

お

お

お

か

は

た

お

か

槻
波
一
姫
村
、
旧
若
柳
町
、
旧
畑
岡
村
(
一
九
五
四
年
、
旧
若
柳
町
は
有
賀
・
大
岡
・
畑
岡
の
三
村
を
合
併
し
て
、
新
若
柳
町
を
設
置
)
、
登

ふ

9

に

っ

た

き

た

か

た

時
米
郡
旧
新
田
村
(
一
九
五
五
年
、
佐
沼
町
と
新
田
・
北
方
の
二
村
が
合
併
し
て
迫
町
を
設
置
)
の
農
地
は
主
と
し
て
志
波
姫
村
と
旧
若
柳

い
し
こ
し

慨
町
の
地
主
所
有
に
帰
し
、
旧
北
方
村
、
旧
石
越
村
(
一
九
五
九
年
、
町
制
施
行
)
の
農
地
は
旧
佐
沼
町
、
旧
石
森
町
(
一
九
五
六
年
、
石

勺
J

た

か

ら

え

う

わ

血

ま

あ

さ

み

ず

判
'
森
町
と
宝
江
・
上
沼
・
浅
水
の
三
村
が
合
併
し
て
中
田
町
を
設
置
)
、
旧
石
越
村
の
地
主
所
有
に
な
っ
た
岳
〉

0

そ
れ
ら
の
地
主
に
は
二
つ

粗
の
類
型
に
分
か
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
自
営
農
民
が
倹
約
力
行
に
よ
っ
て
財
を
蓄
積
し
た
地
主
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
商
人
か
ら
転
行
し

史歴の地習常生発室田水

た
地
主
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
始
原
的
な
蓄
積
は
困
窮
化
し
た
小
規
模
農
民
に
高
利
貸
し
、
抵
当
に
入
っ
た
土
地
を
収
奪
的
に
買
収
し
た
。

集
積
方
法
は
同
一
で
あ
っ
て
も
、
前
者
は
農
民
金
貸
型
で
あ
り
、
後
者
は
商
入
金
貸
型
で
あ
る
(
号
。

要
す
る
に
、
迫
川
流
域
は
、
広
範
に
分
布
す
る
小
規
模
自
作
・
小
作
農
家
と
小
作
農
家
の
上
に
、
巨
大
な
寄
生
地
主
が
座
す
典
型
的
な

東
北
農
村
地
帯
で
あ
る
。
因
に
、

年
に
は
三
九
、
三
形
、

日
本
全
国
的
な
小
作
地
率
を
み
る
と
、

一
九

O
七

一
八
八
七
(
明
治
二

O
)

(
明
治
四

O
)
年
に
は
四
回
、
四
%
、

一
%
に
も
伸
び
て
い
る
ハ
号
。

こ
れ
と
同
様
な
時
系
列
で

一
九
二
九
(
昭
和
四
)

年
に
は
四
八
、

49 

宮
城
県
全
県
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
二
九
、
九
形
、
四

O
、
こ
が
、
五
回
、
六
%
と
な
り
(
号
、

昭
和
初
期
に
は
全
国
平
均
を
越
え
、

全
国
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で
は
八
番
目
に
高
い
小
作
地
率
の
県
に
な
っ
た
。
昭
和
初
期
に
は
日
本
全
国
的
に
日
本
資
本
主
義
の
高
度
化
、
重
化
学
工
業
化
を
背
景
と

し
て
、
昭
和
農
法
が
展
開
す
る
時
期
で
あ
り
、
更
に
、
東
北
で
は
品
種
改
良
と
農
業
技
術
の
改
善
に
よ
り
水
稲
生
産
性
は
飛
躍
的
に
上
昇

し
た
。
し
か
し
、
商
品
生
産
と
し
て
の
養
蚕
に
か
け
た
よ
う
に
、
労
働
力
と
資
本
を
投
入
し
た
。
端
的
に
い
え
ば
、
労
働
生
産
性
を
考
え

ず
に
水
稲
の
土
地
生
産
性
の
み
を
追
求
し
た
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た

au。
し
か
も
、

」
の
時
期
は
昭
和
恐
慌
で
経
済
的
に
は
不
安
定
で

あ
り
、
そ
の
上
、
独
占
大
企
業
の
低
米
価
政
策
へ
の
主
導
に
伴
い
、
地
主
制
の
危
機
が
訪
れ
た

a×
同
町
三
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
項
目
で

若
干
説
述
し
た
が
こ
の
危
機
対
策
と
し
て
、
地
主
制
の
維
持
強
化
の
た
め
に
、
河
川
改
修
・
築
堤
に
よ
り
、
極
端
な
ま
で
に
遊
水
地
や
氾

濫
地
帯
を
水
固
化
し
、
地
主
は
小
作
農
を
殖
し
、
地
主
の
主
導
に
よ
り
、
小
作
料
の
増
収
を
図
っ
た
。
か
か
る
大
規
模
な
土
木
工
事
や
耕

地
開
発
に
は
国
家
的
組
織
の
背
景
や
財
政
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
も
直
接
・
間
接
に
地
主
が
関
与
し
て
い
る
自
υ
。

こ
の
よ
う
に
、
度
々
の
災
害
発
生
に
よ
る
影
響
波
及
に
よ
っ
て
農
民
層
が
分
化
し
、
ま
た
、
災
害
被
害
常
習
地
区
と
の
聞
に
経
済
格
差

が
生
起
し
、
地
域
分
化
の
傾
向
ま
で
現
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
左
岸
と
右
岸
の
水
利
慣
行
の
違
い
や
、
地
峡
部
を
境
に
し
て
上
流
流

域
と
下
流
流
域
と
の
水
利
用
上
の
対
立
関
係
自
〉
や
水
防
手
段
の
相
異
に
よ
り
、

同
一
流
域
内
で
あ
っ
て
も
局
地
的
に
地
域
構
造
が
異
な

っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
、
ま
た
微
視
的
に
み
る
と
、
「
字
」
単
位
に
水
防
手
段
や
対
応
が
独
自
的
に
な
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
水
防
的
共
同

体
意
識
も
違
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
水
害
抵
抗
性
が
地
域
環
境
の
諸
条
件
を
改
造
し
、
地
域
形
成
を
も
変
容
さ
せ
る
場
合
も
多

ぃ
。
し
か
も
、
そ
の
抵
抗
性
の
治
水
・
水
防
の
技
術
面
や
管
理
面
、
並
び
に
生
産
技
術
面
も
時
代
的
段
階
に
よ
っ
て
発
達
す
る
の
で
、
地

域
形
成
も
発
展
す
る
。
か
か
る
関
連
的
状
態
を
整
理
し
、
系
統
化
す
る
と
こ
ろ
に
歴
史
地
理
学
の
重
要
な
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
に
ま
た
重

大
な
現
代
的
意
義
が
含
ま
れ
て
い
る
。

本
稿
は
昭
和
五
O
年
七
月
二
四
日
の
岩
手
地
理
学
会
(
於

岩
手
大
学
)
に
お
い
て
研
究
発
表
し
た
も
の
を
修
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、



岩
手
大
学
川
本
忠
平
教
授
並
び
に
東
北
学
院
大
学
宮
川
善
造
教
授
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
こ
こ
に
誌
上
を
か
り
て
謝
意
を
表
す
。

註
及
び
参
考
文
献

水害発生常習地の歴史地理学的研究に関する課題

赤
峰
倫
介
(
一
九
六

G
)
最
近
に
お
け
る
災
害
研
究
の
成
果
と
課
題

水
害
抵
抗
性
に
つ
い
て
は
左
の
文
献
を
参
照
し
た
。

藤
井
素
介
・
岩
塚
守
公
(
一
九
五
六
)
災
害
の
地
理
学
的
研
究
i
と
く
に
水
害
に
つ
い
て

頁
藤
井
素
介
・
渡
辺
操
(
一
九
五
六
)
常
習
水
害
地
に
お
け
る
農
業
の
変
貌
地
理
学
評
論
二
九
巻
一

O
号

六

回

l
六
六
頁

(
3
)

本
項
で
は
文
献

ωの
他
に
、
森
滝
健
一
郎
(
一
九
六
七
)
災
害
研
究
の
基
本
的
諸
問
題
人
文
地
理
一
九
巻
五
号
五
三
|
六
八
頁

(
4
)

本
項
で
は
文
献

ω・
凶
・
同
の
他
に
、
浅
井
辰
郎
(
一
九
六
二
)
最
近
に
お
け
る
気
候
災
害
の
研
究

l
方
法
論
的
展
望
人
文
地
理
一
四

巻
一
号
五
九
|
七
二
頁
、
及
び
大
矢
雅
彦
こ
九
五
六
)
木
曽
川
下
流
の
平
野
地
形
と
洪
水
型
地
理
学
評
論
二
九
巻
一

O
号

五

七

|

六
O
頁
を
参
照
し
た
の
で
記
し
て
お
く
。

(
5
)

藤
井
索
介
・
岩
塚
守
公
(
一
九
五
六
)
前
掲
論
文
同
三
四
頁

(
6
)

前
掲
同
三
五
l
三
六
頁
、
藤
井
素
介
・
渡
辺
操
(
一
九
五
六
)
前
掲
論
文
凶
六
五
頁

(
7
)

こ
の
課
題
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
立
命
館
文
学
一
五
三
号
、
(
一
九
五
八
)
、
立
命
館
文
学
一
六
九
号
(
一
九
五
九
)
、
岩
手
史
学
研
究
三
三
号

(
一
九
六

O
)、
日
本
地
誌
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
北
海
道
と
東
北
(
大
明
堂
一
九
六
七
)
、
人
文
地
理
二
四
巻
四
号
こ
九
七
二
)
、
岩
手
大
学
教
育
学

部
研
究
年
報
三
二
巻
(
一
九
七
二
)
、
歴
史
地
理
学
紀
要
一
五
巻
・
一
六
巻
・
一
七
巻
(
一
九
七
コ
了
一
九
七
四
・
一
九
七
五
)
、
地
理
学
評
論

四
六
巻
一
号
二
九
七
三
)
岩
手
史
学
研
究
五
九
号
(
一
九
七
四
)
岩
手
大
学
教
育
学
部
年
報
三
四
巻
(
一
九
七
四
)
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
に
詳

論
し
て
い
る
。

(
8
)

山
田
安
彦
〈
一
九
七
三
)
東
北
に
お
け
る
律
令
国
家
漸
移
地
帯
の
地
理
的
基
礎
地
理
学
評
論
四
六
巻
一
一
号
七

O
七
1

七
三

O
頁

(
9
)

平
重
道
(
一
九
五

O
)

迫
川
流
域
に
お
け
る
新
田
開
発
と
水
害
の
歴
史
資
源
協
会
(
一
九
五

O
)

北
上
川
流
域
水
害
実
態
調
査
|
ア
イ

オ
ン
台
風
に
よ
る
水
害
に
つ
い
て
二
六
二

l
二
八
二
貝

(
1
)
 

(
2
)
 

一
二
巻
一
号

七
八
|
七
九
頁

人
文
地
理

地
理
学
評
論

二
九
巻
一

O
号

一
一
一
|
三
八

51 
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伊
豆
沼
附
近
の
土
地
所
有
関
係
に
つ
い
て
資
源
協
会
(
一
九
五

O
)

前
掲
書

迫
川
治
水
史
宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
こ
九
五
七
)
宮
城
県
史

8
(
土
木
)

二
八
二

l
三一

O
頁

宮
城
県
史
刊
行
会
四
八
一
ー

平
重
道
(
一
九
五

O
)

平
重
道
(
一
九
五
七
)

五
四
九
一
具

(
叩
)
仙
北
平
野
の
地
形
に
つ
い
て
は
左
の
文
献
を
参
照
し
た
。

藤
原
健
蔵
(
一
九
六

O
)

「
宮
城
県
」
の
地
形
宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編
(
一
九
六

O
)

史
刊
行
会
発
行
三
七
|
八
一
一
良

者
品
0
・
叶
，

E
ロ0
・
(H
由
佳
)
口
、
百
四
百
ロ

ω
R
F
n仰
と

o口
同
仲

z
v
b
ι
5
8
g
o
h
F
o
Z
R
E回
目

い

HNZOH-
可
宮

ω巳
8
3
U出
品
O
H
Z
o
h

岳
問
、
H，
O
V
O
E
C
D
-
Z
H回
昨
子

ω叩
〈

g
H
V
ω
回
同
広
田
(
の

g
間
同
世
間

MF5
・
5・
印

H
I
E
-

管
野
国
雄
(
一
九
六
五
)
吉
田
川
北
岸
の
段
丘
地
形
東
北
地
理
一
七
巻
二
号
一

O
一一一!一

O
八
頁

阿
子
島
功
こ
九
六
六
)
迫
川
沿
岸
の
地
形
東
北
地
理
一
八
巻
三
号
ご
=
ニ
|
一
一
一
一
一
一
頁

阿
子
島
功
(
一
九
六
八
)
北
上
川
中
下
流
域
の
河
谷
底
の
構
造
東
北
地
理
二

O
巻

四

号

ニ

O
六
|
一
ご
四
頁

経
済
企
画
庁
総
合
開
発
国
土
調
査
課
(
一
九
六
一
一
一
)
地
形
分
類
図

E

東
北
地
方

石
田
琢
二
(
一
九
六
五
)
仙
台
付
近
の
第
四
系
お
よ
び
地
形
(
三
)
宮
城
県
北
部
の
第
四
系
と
地
形
阿
第
四
紀
研
究
四
二
ニ
i
l
二
二

頁国
土
地
理
院
(
一
九
七
四
)
土
地
条
件
調
査
報
告
書
|
仙
台
及
仙
台
北
部
地
区
|
国
土
地
理
院
(
一
九
七
一
一
一
)
一
一
万
五
千
分
の
一
土
地

条
件
図
若
柳
・
古
川
・
涌
谷
・
石
巻
・
仙
台
・
松
島
・
塩
竃
・
吉
岡
・
岩
沼
の
九
図
幅

(
日
)
岩
手
大
学
図
書
館
所
蔵

(
ロ
)
宮
城
県
土
木
課
編
λ

一
八
八
七
年
頃
H
筆
者
註
)
北
上
川
古
今
沿
革
調
鈴
木
省
三
編
こ
九
二
四
)
仙
台
叢
書
五
巻
宝
文
館
(
仙

台
市
)
複
刻
版
こ
九
七
ご
ニ
四
五

l
ニ
四
八
頁

只
野
淳
(
一
九
五
七
)
北
上
川
変
遷
宮
城
県
史

8

(
前
掲
附
)
一
二
五
三
1

四
八
二
頁

(
臼
)
空
中
写
真
叩
日
出
口
口
H
四

-
m
-
n、
叩

ωは
仰

H
1
・
2
・

3
・
4
、
叩
臼
…
M
M
H
日
・
日
・
却
、
町

ωは
U
H
-
-
2
・

3
・
4
・
5

(
U
)

資
源
協
会
こ
九
五

O
)

北
上
川
流
域
水
害
実
態
調
査
ア
イ
オ
ン
台
風
に
よ
る
水
害
に
つ
い
て
資
源
協
会
発
行
、
仙
台
管
区
気
象
台
編

(
一
九
四
九
)
昭
和
二
三
年
ア
イ
オ
ン
台
風
調
査
報
告
第
二
篇
資
料
調
査
篇
仙
台
管
区
気
象
台
発
行

宮
城
県
史

5
(
地
誌
・
交
通
史
)

宮
城
県



(
日
)
資
源
協
会
こ
九
五

O
)

前
掲
書
(
日
)
二
五
|
二
八
頁

(
珂
)
渡
辺
正
吾
編
(
一
九
六
八
)
南
方
町
農
業
協
同
組
合
の
歩
み
宮
城
県
南
方
町
農
業
協
同
組
合
発
行
一
三
l
二
O
頁
第
一
表
は
本
書
の

一三

l
ニ
O
頁
聞
の
各
数
表
を
筆
者
〈
山
田
)
が
整
理
し
、
摘
録
統
合
し
て
作
成
し
、
比
率
や
開
発
面
積
は
筆
者
(
山
田
)
が
計
算
し
た
。

(
口
)
高
橋
典
編
二
九
六
八
)
豊
里
町
農
業
協
同
組
合
の
あ
ゆ
み
宮
城
県
豊
里
町
農
業
協
同
組
合
発
行
一
六

i
一
一
一
了
二
二
三
|
二
二
五
頁

(
凶
)
小
田
桂
三
郎
・
田
中
市
郎
・
宇
田
川
武
俊
・
棟
方
研
(
一
九
七
二
)
耕
地
の
生
態
学
築
地
書
館
(
東
京
都
)
四
八
|
五

O
頁

(
印
)
東
京
管
区
気
彰
台
統
計
高
橋
喜
彦
(
一
九
六
八
)
日
本
の
雨
下
中
邦
彦
(
一
九
六
八
)
世
界
大
百
科
事
典
一
巻
平
凡
社
(
東
京

都
)
三
三
六
頁

(
却
)
資
源
協
会
こ
九
五

O
)

前
掲
書
(
U
)

一
四
|
一
五
頁
第
五
表
台
風
出
現
頻
度
表
参
照

気
象
庁
編
(
一
九
七
二
)
日
本
気
候
図
第
二
集
地
人
書
館
(
東
京
都
)
六
五
・
六
七
図
表
参
照

(
幻
)
資
源
協
会
(
一
九
五

O
)

前
掲
書
(
比
)
一
六
|
一
七
頁

(
詔
)
熊
谷
金
男
こ
九
六
二
)
災
害
史
宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編
こ
九
六
二
)
宮
城
県
史

n
(災
窓
口
)
宮
城
県
史
刊
行
会
発
行
一

六
三
頁

(
お
)
福
井
英
夫
(
一
九
六

O
)
「
宮
城
県
」
の
気
候
宮
城
県
史

5

(
地
誌
・
交
通
史
)
八
前
掲
(
叩

)
V
一
O
一
|
一

O
ニ
頁

(
鈍
)
古
川
市
史
編
纂
委
員
会
編
こ
九
六
八
)
古
川
市
史
上
巻
宮
城
県
古
川
市
役
所
発
行
五
六
頁

小
牛
田
町
史
編
纂
委
員
会
編
こ
九
七

O
)

小
牛
田
町
史
上
巻
宮
城
県
遠
田
郡
小
牛
田
町
発
行
五
四
頁

(
お
)
資
源
協
会
二
九
五

O
)

前
掲
書
(
M
)

一
一
一
頁
全
年
降
水
量
の
分
布

(
部
)
資
源
協
会
(
一
九
五

O
)

前
掲
書
(
M
)

一五

l
一
六
頁
第
六
表
降
水
量
日
量
最
大
こ
九
二
六

l
一
九
四
七
)

(
幻
)
大
崎
地
帯
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
が
、
一
般
的
は
は
鳴
瀬
・
江
合
両
河
川
の
流
域
を
指
す
。
ま
た
、
耕
土
と
は
こ
の
地
方
で
平
野
部

の
穀
倉
地
帯
の
こ
と
を
い
う
。

仙
北
地
帯
の
各
河
川
水
系
に
お
け
る
降
雨
量
・
水
位
・
流
量
に
つ
い
て
は
、
国
土
庁
土
地
局
国
土
調
査
課
編
(
一
九
七
五
)
む
つ
・
北
上
地
域

主
要
水
系
調
査
書

1
鳴
瀬
川
・
北
上
川
・
馬
淵
川
・
高
瀬
川
・
そ
の
他
河
川
|
国
土
庁
土
地
局
国
土
調
査
課
発
行
一
一
-
|
四
五
、
一
五
五
、
一
五

八
、
二
ハ

O
、
一
八

l
七
一
八
九
頁
を
参
照
し
た
。

(
却
)
平
重
雄
(
一
九
五

O
)

迫
川
流
域
に
お
け
る
新
田
開
発
と
水
害
の
歴
史
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前
掲
(
9
)

二
七
一
|
二
七
三
頁
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(
却
)
平
重
道
(
一
九
五

O
)

伊
豆
沼
附
近
の
土
地
所
有
関
係
に
つ
い
て
前
掲
(
9
)

二
八
二
頁

(
初
)
小
牛
田
町
史
編
纂
委
員
会
編
こ
九
七

O
)

前
掲
(
M
)

五
一
六

l
五
二
七
頁
「
災
窓
口
と
き
き
ん
」
災
害
年
表

(
お
)
仙
台
管
区
気
象
台
編
こ
九
六
一
一
一
)
宮
城
県
気
象
災
害
年
表
気
象
協
会
東
北
本
部
年
表
註
記
よ
り
筆
者
が
発
生
数
を
集
計
し
計
算
し
た
。

(
詑
)
積
雪
地
方
農
村
経
済
調
査
所
二
九
三
五
)
東
北
地
方
凶
作
に
関
す
る
史
的
調
査
積
雪
地
方
農
村
経
済
調
査
所
報
告
第
八
号
年
表
註

記
か
ら
筆
者
が
発
生
年
を
集
計
し
計
算
し
た
。

(
お
)
熊
谷
金
男
(
一
九
六
二
)
前
掲
論
文
(
担
)
五

O
、
二
ハ
一
二
、
一
九
五
|
一
一
一
一
一

O
頁
、
災
害
年
表
!
仙
台
藩
領
内
な
ら
び
に
宮
城
県
管
内
l

を
参
照
。

本
稿
の
災
害
発
生
年
回
数
の
集
計
と
平
均
算
出
は
筆
者
が
計
算
し
た
。

(
泌
)
岩
手
県
編
こ
九
三
七
)
昭
和
九
年
岩
手
県
凶
作
誌
岩
手
県
発
行
一
七
|
二
八
頁
(
明
治
三
五
年
及
三
八
年
凶
作
概
況
二
四
頁
)

(
お
)
森
嘉
兵
衛
こ
九
七
一
二
)
岩
手
県
の
歴
史
山
川
出
版
社
(
東
京
都
)
一
二
三
頁

(
部
)
梅
田
三
郎
(
一
九
六
五
)
東
北
地
方
の
凶
継
に
つ
い
て
の
統
計
的
調
査
農
業
気
象
二

O
巻
三
号
(
別
刷
)
一
its-

一
三
頁

{
幻
)
石
川
栄
助
(
一
九
五

O
)

東
北
地
方
の
凶
年
の
周
期
に
つ
い
て
岩
手
大
学
盛
岡
農
林
専
門
学
校
学
術
報
告
二
六
巻
七
二
|
七
六
頁

門
部
)
門
前
弘
多
こ
九
三
六
)
東
北
地
方
古
今
凶
鐘
誌
凶
作
に
関
す
る
研
究
第
四
報
盛
岡
高
等
農
林
学
校
発
行
一
五
七
頁

(
却
)
盛
田
達
三
(
一
九
三
五
)
冷
害
に
よ
る
東
北
凶
作
の
史
的
考
察
那
須
結
編
東
北
凶
作
の
歴
史
的
研
究
農
業
経
済
研
究
号
外
一
号

農
業
経
済
学
会
発
行
三
四
i
三
六
頁

(ω)
熊
谷
金
男
こ
九
六
二
)
前
掲
論
文

(n)、
並
び
に
文
献
(
出
品
)
・
(
沼
)
を
併
せ
参
照
し
て
、
筆
者
が
歴
史
上
記
録
さ
れ
て
い
た
大
洪
水
・
大

凶
作
・
凶
作
・
飢
僅
の
発
生
年
分
布
を
年
表
的
図
表
に
作
成
し
た
。

(
叫
)
西
岡
秀
雄
(
一
九
四
九
)
人
文
地
理
の
研
究
l
寒
暖
の
歴
史
好
学
社
(
東
京
)
一
一

O
頁

(
叫
)
本
項
で
は
、
前
掲
文
献

(
2
)
・
(
9
)
・
(
詑
)
・
(
鈎
)
を
参
照
し
た
。

(
組
)
平
重
道
(
一
九
五
七
)
迫
川
治
水
史
官
城
県
史
8

(
前
掲
(

9

)

)

四
八
九
頁

(
川
相
)
仙
台
藩
金
穀
方
岩
間
家
の
勘
定
奉
行
所
公
式
書
類
の
写
本
文
書
に
よ
れ
ば
、
一
六
八
四
(
貞
享
一
克
)
年
六
月
一
一
日
の
書
上
げ
に
は
石
高
(
表

向
き
の
石
高
H
表
高
)
六
二
万
五
六
石
五
斗
四
升
四
合
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
続
い
て
「
外
」
と
記
し
て
(
四
七
頁
仙
台
藩
史
料
第
一
編
〉

郡
別
に
「
寛
文
四
年
に
書
上
仕
侯
改
書
高
」
・
「
同
年
書
上
仕
侯
開
発
高
」
及
び
「
同
年
書
上
仕
候
以
後
ノ
開
発
宜
同
」
に
細
別
し
て
い
る
。
そ
の



水害発生常習地の歴史地理学的研究に関する課題55 

「
外
」
の
集
計
は
三
三
万
二

O
八
七
石
五
斗
八
升
九
合
と
な
る
。
慶
長
以
後
貞
享
ま
で
に
既
に
表
高
の
外
に
、
そ
の
五
割
余
に
も
達
す
る
新
田
が

開
発
さ
れ
て
い
た
。

須
永
重
光
・
蓬
坂
慈
道
(
一
九
五
三
)
陸
奥
国
郡
村
石
高
並
常
陸
国
近
江
国
等
仙
台
藩
史
料
第
一
一
編
ノ
一
仙
台
史
料
刊
行
会
(
中
村

吉
治
編
、
須
永
重
光
解
題
)

(
必
)
小
牛
田
史
上
巻
前
掲
(
M
)

一
七
九

l
一
九

O
頁
仙
台
藩
の
成
立
と
知
行
形
態

(
品
)
只
野
淳
(
一
九
五
七
)
前
掲
論
文
(
臼
)
三
七
八
、
一
ニ
八
一
頁

北
上
川
は
下
流
に
お
い
て
幾
度
か
変
遷
し
て
い
る
の
で
、
簡
単
に
は
整
理
し
え
な
い
が
、
一
六

O
入
(
慶
長
一
一
二
年
)
に
相
模
土
手
が
築
堤
さ

れ
る
以
前
、
三
八
一
一
良
の
一
応
の
結
論
付
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ニ
又
(
一
一
股
)
川
の
流
路
を
流
れ
る
北
上
川
と
西
に
向
っ
て
迫
川
の
流
路
に
流
入

す
る
北
上
川
と
が
分
流
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
う
る
。

(
U
)

只
野
淳
(
一
九
五
七
)
前
掲
論
文
(
臼
)
三
七
五
|
一
一
一
八
一
頁

(
甜
)
平
重
道
(
一
九
五
七
)
前
掲
論
文
(
必
)
四
九

O
頁

(
的
)
平
重
道
こ
九
五
七
)
前
掲
論
文
(
位
)
四
九
一
頁

(
印
)
熊
谷
金
男
(
一
九
五
七
)
「
宮
城
県
」
干
拓
宮
城
県
史

8

(
前
掲
(
9
)

一一一一

l
二
三
四
頁

(
日
)
藤
井
素
介
・
岩
塚
守
公
こ
九
五
六
)
前
掲
論
文
(
2
)

三
四
頁

(
回
)
明
治
後
半
と
大
正
初
期
の
災
害
年
表
に
つ
い
て
は
、
前
掲
文
献

(n)
・
(
幻
〉
・
(
詑
)
等
の
他
、
追
川
流
域
の
郡
史
、
町
村
史
を
参
照
し
た
。

(
回
)
平
重
道
(
一
九
五

O
)

伊
豆
沼
附
近
の
土
地
所
有
関
係
に
つ
い
て
前
掲
(
9
)

二
九
六
|
二
九
七
頁

(
出
)
藤
井
素
介
・
渡
辺
操
(
一
九
五
六
)
前
掲
論
文
(
2
)

六
五
頁

(
田
)
平
重
道
(
一
九
五

O
)

伊
豆
沼
附
近
の
土
地
所
有
関
係
に
つ
い
て
前
掲
(
9
)

二
九
四
1
二
九
五
、
ニ
九
九

l
コ一

O
ニ
頁

(
印
)
江
波
戸
昭
こ
九
六
五
)
日
本
農
業
の
地
域
分
析
古
今
書
院
(
東
京
都
)
付
表
一
よ
り
摘
録
。
一
一
六
|
四
一
頁

(
釘
)
藤
井
素
介
・
岩
塚
守
公
(
一
九
五
六
)
前
掲
論
文
(
2
)

一
ニ
五
|
三
六
頁

(
印
)
仙
台
藩
の
農
政
を
基
盤
と
し
た
仙
北
の
近
代
農
業
の
展
開
に
お
け
る
水
利
治
水
上
の
地
域
対
立
や
水
稲
地
域
に
お
け
る
地
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